
 

定時制課程 
 

 

 

 
八重山商工定時制課程とは 

 

中学校の新規卒業者はもちろんのこと、中学校を卒業した者であれば、年齢を問わ

ずだれでも受験の資格があります。 

また、２０歳以上の成人を対象とした「特別募集」の制度もあります。 

本校は、平成２年度から、時代の変化と社会のニーズに対応し、生涯学習の観点に

立って「誰でも、いつでも、必要に応じて学ぶことができる」をモットーに、新し

く単位制を導入しました。令和２年度からは、インクルーシブ教育システムを推進

し、通級の制度を導入しております。 

 

1. 定時制課程(夜間部)の商業科単位制専門高校で、半期認定制です。 

2. 修業年限が３～７年となり、74単位以上修得すれば３年でも卒業が可能です。 

3. 他の高校を中退した者でも、過去に在籍した高校での取得単位は、可能な限り

本校の単位に加算されて卒業単位として認められます。 

4. 年齢や昼間の仕事の関係で、普段は私服を認めています。 

5. １日５時間(各 45分)授業で、午後４時 40分始業です。 

6. 始業前に受講科目を登録し、学校取扱金を納めることになっています。 

7. 就労している人はその勤労を評価し単位として認定する制度(実務代替)がありま

す。その単位は卒業単位として認められます。 

8. 技能審査を採用し、指定された検定(英語・簿記・珠算・ワープロ・情報処理等)

に合格した場合は、増加単位として認定され卒業単位として認められます。 
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〔１〕定時制課程　沿革概要
1959年(昭和34年)

4月 1日 八重山高等学校に「定時制課程」が開設
校長 石川三郎　主事 喜友名英文　教諭２ 事務職員１ 世話人１発令

6日 第１回入学式
一般職業課程 (男子26名 女子14名) 40名

12月 10日 八重高定時制新聞第１号発刊
1969年(昭和44年)

3月 1日 定時第７回卒業式　41名　男子12　女子29
25日 1969学年度合格者発表　定時制58名
31日 八重山高等学校定時制課程廃止

4月 1日  八重山商工高等学校へ定時制課程新設と同時に八重山高校定時制課程は解散

全施設商工高等学校へ移管
定時職員主事以下13名新たに八重山商工高等学校職員として発令

昭和44年（1969）

4月  1日  八重山高等学校定時制より移管　初代主事 糸洲朝薫 就任

教諭8名　助手1名　事務1名　用務員1名　調理員1名　生徒175人
4月  7日 第1回入学式（55名） ※全日制第3回入学式

10月 25日 第1回体育祭
昭和45年（1970）

3月 3日 第1回卒業証書授与式（32名/男10 女22)(八重高から通算８回)
4月 7日 第2回入学式（68名）
4月 日 友愛・さんご会初代会長に宮良宏氏就任
9月 1日 第2代定時制主事 比嘉善栄　就任

昭和46年（1971）
1月 16日 第1回商工祭開催
3月 2日 第2回卒業証書授与式（33名）
4月 1日 第3代定時制主事 富川盛浩 就任（昭和49年より教頭）
4月 7日 第3回入学式（62名）
5月 31日 第4代定時制教育振興会（定振会）会長に真玉橋長要氏就任

11月 20日 校歌制定記念式典
昭和47年（1972）

3月 2日 第3回卒業証書授与式（38名）
4月 7日 第4回入学式（57名）
5月 15日 本土復帰に伴い、沖縄県立八重山商工高等学校と改称
7月 24日 第5代定振会会長に定歳実勇氏就任

昭和48年（1973）
3月 2日 第4回卒業証書授与式（43名）
4月 9日 第5回入学式（52名）

昭和49年（1974）
3月 2日 第5回卒業証書授与式（44名）
4月 7日 第6回入学式
3月 1日 第6回卒業証書授与式（38名）　※授与式を全日制と分離し挙行

昭和50年（1975）
4月 7日 第7回入学式（58名）
3月 1日 第7回卒業証書授与式（36名）

昭和51年（1976）
4月 7日 第8回入学式（28名）
7月 2日 第6代定振会会長に勢理客吉雄氏就任

11月 20日 創立10周年記念式典並びに体育館落成記念式典
昭和52年（1977）

3月 1日 第8回卒業証書授与式（25名）
4月 7日 第9回入学式（57名）

昭和53年（1978）
3月 1日 第9回卒業証書授与式（31名）
4月 7日 第10回入学式（30名）

昭和54年（1979）
3月 1日 第10回卒業証書授与式（32名）
4月 7日 第11回入学式（23名）
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昭和55年（1980）
3月 1日 第11回卒業証書授与式（17名）
4月 7日 第12回入学式（24名）

昭和56年（1981）
3月 1日 第12回卒業証書授与式（21名）
4月 7日 第13回入学式（25名）
4月 日 定時制同窓会「友愛・さんご会」第2代会長に上原正秀氏就任

11月 4日 創立15周年記念式典並びに記念体育祭（第5回）
昭和57年（1982）

3月 1日 第13回卒業証書授与式（19名）
4月 1日 第4代教頭 島袋由博　就任
4月 7日 第14回入学式（25名）

昭和58年（1983）
3月 1日 第14回卒業証書授与式（16名）
4月 7日 第15回入学式（27名）

昭和59年（1984）
3月 1日 第15回卒業証書授与式（17名）
4月 1日 第5代教頭 嵩原安雄 就任
4月 7日 第16回入学式（32名）

昭和60年（1985）
3月 1日 第16回卒業証書授与式（6名）
4月 7日 第17回入学式（15名）

昭和61年（1986）
3月 1日 第17回卒業証書授与式（12名）
4月 1日 第6代教頭 片岡道郎 就任
4月 7日 第18回入学式（13名）

11月 15日 創立20周年記念式典
昭和62年（1987）

3月 1日 第18回卒業証書授与式（11名）
4月 7日 第19回入学式（16名）

昭和63年（1988）
3月 1日 第19回卒業証書授与式（13名）
4月 1日 第7代教頭 仲本正宏 就任
4月 7日 第20回入学式（18名）

平成元年（1989）
3月 1日 第20回卒業証書授与式（7名）
4月 7日 第21回入学式（23名）
4月 日 友愛・さんご会第3代会長に前底一則氏就任

平成2年（1990）
3月 1日 第21回卒業証書授与式（5名）
4月 1日 第8代教頭 野原清一 就任
4月 9日 第22回入学式（31名）

平成3年（1991）
3月 1日 第22回卒業証書授与式（11名）
4月 7日 第23回入学式（40名）
9月 27日 第23回前期卒業証書授与式（2名）

11月 30日 創立25周年記念式典・校訓碑除幕式、第8回文化祭

平成4年（1992）
3月 1日 第23回卒業証書授与式（17名）
4月 1日 第9代教頭 宮城武久 就任
4月 7日 第24回入学式（40名）
9月 日 第24回前期卒業証書授与式（5名）

平成5年（1993）
3月 1日 第24回卒業証書授与式（20名）
4月 7日 第25回入学式（42名）
9月 27日 第25回前期卒業証書授与式（2名）

平成6年（1994）
3月 1日 第25回卒業証書授与式（28名）
4月 1日 第10代教頭 伊江朝睦 就任
4月 7日 第26回入学式（男子11名、女子29名）転・編入生8名
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平成7年（1995）
3月 1日 第26回卒業証書授与式（27名(4年男子5名,3年男子6,女子16名)
4月 7日 平成7年度第27回入学式（40名(男子14名、女子26名)）
7月 日 第8代定振会会長に根間學氏就任
9月 27日 平成7年度第27回前期卒業証書授与式（3名）、前期終業式

12月 2日 第9回文化祭（～3日）
平成8年（1996）

3月 1日 平成7年度第27回卒業式（29名(男子15名、女子14名)）
4月 1日 第11代教頭 仲元清輝 就任
4月 8日 平成8年度第28回入学式（40名(男子14名、女子26名)）
9月 27日 第28回卒業式（2名、(男子1名、女子1名)）

10月 5日 創立30周年記念式典、第4回商工祭
平成9年（1997）

3月 1日 第28回卒業式（32名(男子8名、女子24名)）
4月 7日 平成9年度第29回入学式（40名(男子13名、女子27名)）
6月 7日 平成9年度沖縄県高等学校定通制夏季体育大会

団体の部　優勝　女子バスケット部（夏秋10連勝）
9月 4日 友愛・さんご会第4代会長に金城美智子氏就任
9月 26日 第29回前期卒業式（3名(男子2名、女子1名)）、終業式

平成10年（1998）
3月 1日 第29回卒業式（34名(男子14名、女子20名)）
4月 1日 第12代教頭 島袋正勝 就任
4月 7日 平成10年度入学式（40名(男子15名、女子25名)）
9月 25日 平成10年度第30回前期卒業式（1名）

10月 3日 第10回文化祭
平成11年（1999）

3月 1日 第30回卒業式（23名(男子9名、女子14名)）
4月 7日 平成11年度入学式（39名(男子21名、女子18名)）
9月 27日 第31回前期卒業式（7名）

11月 13日 第5回商工祭～14日まで「輪になって和になって創ろう商工祭」
平成12年（2000）

3月 1日 第31回卒業式（19名　男子11名　女子8名）
4月 1日 第16代校長 東新太郎 就任（県立中部工業高等学校教頭より昇任）

第13代教頭 武内秀尚 就任
4月 7日 第32回入学式（24名(男子14名、女子10名)）
9月 27日 第32回前期卒業式（4名）

平成13年（2001）
3月 1日 第32回卒業式（19名）
4月 7日 第33回入学式（26名　男子11名　女子15名）

10月 5日 第11回文化祭（6日まで）テーマ「平和について考える」
平成14年（2002）

3月 1日 第33回卒業式（20名　男子6名　女子14名）
4月 1日 第14代教頭 佐藤尚之 就任
4月 8日 定時制課程　第34回入学式(39名 男子17名 女子22名) 就任式・始業式
9月 8日 第48回全国定通制珠算競技大会　山川竜太読み上げ算全国1位

平成15年（2003）
3月 1日 第34回卒業式　男子12名卒業
4月 1日 第１７代福仲憲隆校長就任（県立北谷高校教頭より昇任）
4月 7日 定時制課程　第３５回入学式（３１名　男子１０名　女子２１名）
9月 26日 第35回卒業式　前期卒業生　２名（男子２名）

平成16年（2004）
3月 1日 第35回卒業式　後期卒業生 １１名（男子４名、女子７名）
4月 1日 第15代教頭　亀川　安孝　与勝高校より赴任
4月 7日 定時制課程　第36回入学式　28名（男子6名　女子22名）
9月 27日 第36回卒業式　前期　男１名　女１名　計２名

平成17年（2005）
3月 1日 第36回卒業式　後期卒業生　２名（男１名　女１名）
4月 7日 定時制課程　第37回入学式　20名（男子７名　女子13名）
9月 27日 第37回卒業式　前期卒業生　２名（女子２名）
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平成18年（2006）
3月 1日 第37回卒業式　後期卒業生　13名（男子５名　女子８名）
4月 1日 第18代校長 添石邦男 全日教頭より昇任

第16代教頭 渡久山修 全日教諭より昇任
4月 7日 定時制課程　第38系入学式　９名（男子５名　女子４名）

9月 28日 第38回卒業証書授与式　前期卒業生　2名(5年次　男１名、４年次　女１名)
平成19年（2007）

3月 1日 第38回卒業式　後期卒業生　12名（男子３名、女子９名）
9日 定時制課程　第39回入学式　21名（男子9名　女子12名）

9月 27日 第39回卒業証書授与式　前期卒業生　1名(女子１名)
平成20年（2008）

3月 1日 第39回卒業式　後期卒業生　５名（男子３名　女子２名）　
4月 1日 第19代校長　島村 賢正　就任（県立豊見城高校教頭より昇任）

7日 定時制課程　第40回入学式　22名（男子9名　女子13名）

9月 25日 第40回卒業証書授与式　前期卒業生　５年次　女子１名
平成21年（2009）

3月 1日 第40回卒業式　後期卒業生　11名（男子８名、女子３名）

4月 1日 第17代教頭　山城　克　就任（県立浦添工業高校より昇任）

7日 定時制課程　第41回入学式　24名（男子13名　女子11名）

9月 25日 第4１回卒業式　前期卒業生　　男子2名：松川将志、川満慎一

平成22年（2010）

3月 3日 第41回卒業式　後期卒業生　７名（男子３名　女子４名）　

4月 1日 第18代教頭　波平孝夫　就任（県立総合教育センターより昇任）

7日 定時制課程　第42回入学式　５名（男子３名　女子２名）
9月 27日 第42回卒業式　前期卒業生　1名（男子1名）
3月 1日 第42回卒業式　後期卒業生　計１２名（男子６名、女子　６名）

平成23年度（2011）
4月 1日 第20代校長　友利成寿　就任（教育庁県立学校教育課より赴任）

7日 定時制課程　第４３回入学式　２４名（男子19名　女子5名）
10月 7日 第43回前期卒業式　卒業生　3名（男子1名、女子2名）
3月 1日 第43回卒業式（後期）

　３年次：６名　（男子３名、女子３名）
平成24年度（2012）

4月 9日 定時制課程　第44回入学式　28名（男子15名、女子13名）
3月 1日 第44回卒業式（後期）

　卒業生：６名　（男子４名、女子２名）
平成25年度（2013）

4月 1日 第19代教頭　石原雅之　就任（県立那覇工業高等学校より転任）
8日 定時制課程　第45回入学式　29名（男子16名、女子13名）

3月 1日 第44回卒業式（後期）
平成26年度（2014）

4月 1日 第21代校長　真栄田義功（県立那覇工業高等学校より転任）
7日 定時制課程　第46回入学式　25名（女子9名、男子16名）

3月 1日 第46回卒業式（後期）　卒業生：６名　（男子４名、女子２名）
平成27年度（2015）

4月 7日 定時制課程　第47回入学式　13名（女子8名、男子5名）
3月 1日 第47回卒業式（後期、午後3時開始、体育館にて）

　卒業生：15名　（男子6名、女子9名）
平成28年度（2016）

4月 1日 第20代教頭 神谷和彦 就任(県教育庁県立学校教育課より昇任)
7日 定時制課程　第48回入学式34名

10月 7日 第48回前期卒業式　卒業生3名

11月 26日 創立50周年記念式典・祝賀会 本校体育館 　(全日・定時合同）
3月 1日 第48回後期卒業式　８名

31日 定年退職　校長　真栄田義功
平成29年度（2017）

4月 1日 　第22代校長 新城英人（那覇工業高校より昇任）
7日 定時制課程　第49回入学式25名（特別募集１名含む）

9月 30日 第49回　前期卒業式　卒業生　１名
3月 1日 第49回後期卒業式　７名
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平成30年度（2018）
4月 1日 　第21代教頭　新里義和　就任（県立糸満高校より転任）　

7日 定時制課程　第50回入学式17名（男子12名、女子5名）
3月 1日 第50回後期卒業式　17名（男子11名、女子6名）

平成31年度（2019）
4月 1日 第23代校長 波平孝夫（名護商工高校より昇任）

8日 定時制課程　第51回入学式 14名（男子8名、女子6名）

10月 1日 前期卒業認定　卒業生　１名（男子1名）

3月 1日 第51回後期卒業式　14名（男子8名、女子6名）
令和2年度（2020）

4月 7日 政府「緊急事態宣言」発令　（対象1都1府5県）～5月6日まで　外出自粛要請

17日 政府「緊急事態宣言」発令　（対象全国）～5月6日まで

21日 定時職員午前・午後の2班に分かれ在宅勤務スタート （Teams によるリモートワークを行う）

5月 4日 政府「緊急事態宣言」5月31日まで延長

21日 令和2年度前期始業式（各教室をZoom でつなぎオンライン形式で行う）

22日 定時制課程　第52回入学式14名（男子8名、女子6名）　三密を避け視聴覚室にて行う

9月 30日 前期卒業認定　卒業生　１名（男子1名）
3月 1日 第52回後期卒業式　17名（男子11名、女子6名）

令和3年度（2021）

4月 1日 定期人事異動（赴任）第24代校長　仲山久美子(南部商業高校より転任)他4名

7日 定時制課程　第53回入学式 14名（男子3名、女子11名）
3月 1日 第53回後期卒業式　9名（男子6名、女子3名）

令和4年度（2022）
4月 1日 定期人事異動（赴任）教頭：功刀弘之(全日制課程より）他2人

7日 定時制課程　第54回入学式 10名（男子７名、女子3名）
3月 1日 第54回卒業式10名（男子4名、女子6名）

令和5年度（2023）
4月 7日 定時制課程　第55回入学式 19名（男子12名、女子7名）
3月 1日 第55回卒業式　卒業生11名（男子5名、女子6名）

令和6年度（2024）
4月 1日 定期人事異動（赴任）教頭　川添貴司（陽明）他3名

8日 定時制課程　第56回入学式 25名
PTA入会式・就任式・始業式

9日 新入生オリエンテーション、給食指導・手洗い実践
10日 全体集会（HR役員認証式・対面式・部活動紹介・車両点検）
17日 職員研修（特別支援教育について）
19日 A組親子ふれあい給食

5月 2日 新入生歓迎オリンピック大会＜夜の大運動会＞（３～５校時目）
7日 三者面談～17日

14日 PTA総会
22日 前期中間考査～24日
25日 沖縄県高等学校定時制通信制夏季体育大会（陸上競技）

男子5000m1位：横山晄大、男子砲丸投１位：山城瀬亜
女子100m1位：狩俣悠里、女子砲丸投1位：前泊愛唯

29日 生徒総会・夏季体育大会推戴式
6月 5日 健康講話「睡眠について」　講師：学校医　城所　望　氏

8日 沖縄県高等学校定時制通信制夏季体育大会～9日
男子バレーボール3位、男子バスケットボール2位、男子卓球シングルス2位：前原一心
女子卓球シングルス1位：喜友名蓮水

12日 平和集会
19日 キャリア形成セミナー　講師：HASSYADAYソーシャル
26日 SNS講話　講師：e-ネットキャラバン　嶺間　恵誠　氏
30日 全国商業高等学校協会主催　第72回ビジネス文書実務検定試験　３級速度部門合格　上里爽

7月 10日 生活体験発表大会
11日 高校生代表者会議・ちゅらマナーアップフォーラム　生徒会長　糸滿亮翔
14日 全国経理教育協会主催　第215回簿記能力検定試験　３級合格　東山咲輝(B組)
16日 津波避難訓練
19日 夏季休業前集会・全国高等学校定通制体育大会壮行会（陸上・卓球）
22日 夏季集中授業（郷土探求・情報活用）～30日
23日 全国高等学校定時制通信制体育大会卓球競技

男子シングルス1回戦：前原一心、女子シングルス2回戦：喜友名蓮水
8月 12日 全国高等学校定時制通信制体育大会陸上出場

陸上5000ｍ男子：横山晄大、砲丸投男子：山城瀬亜、100ｍ女子：狩俣悠里
30日 職員研修（ICT活用）

9月 2日 夏季休業あけ集会
4日 生徒会役員選挙　生徒会長　崎枝一斗、副会長　吉田雅敏、副会長　東山咲輝
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9月 11日 学校見学会（生徒15、保護者６、引率３）
22日 全国商業高等学校協会主催　第71回情報処理検定試験

　ビジネス情報２級：新本宗芳、山田大

　ビジネス情報３級：新城刀祐、上里爽、大城琉依、大濵由愛、北峰千裕、喜友名蓮水
　　　　　　　　　　崎枝一斗、前原一心

25日 スポーツフェスティバル
27日 令和6年度　前期終業式　
30日 秋季休業～10/2

10月 3日 令和6年度後期始業式
8日 第66回県高等学校定時制通信制生徒生活体験発表大会　奨励賞　吉田雅敏
9日 交通安全講話　講師　八重山警察署職員

18日 親子ふれあいバーベキュー・スポーツ大会
23日 第８回同窓会キャリア教育講演会「卒業生から伝えたいこと」

　平成22年卒業　石野田桃（三誠商事株式会社）
11月 2日 第33回県高等学校定時制通信制秋季体育大会～3日

バスケットボール男子：準優勝、バレーボール男子：準優勝
卓球女子シングルス：１位　喜友名蓮水、２位　大城琉依、３位　石川菜都
卓球男子シングルス：３位　前原一心

6日 学校見学会（生徒17、保護者8、引率４）
8日 沖縄県高等学校定時制生徒リーダー研修会(浦添市産業振興センター)

21日 沖縄県高等学校定時制通信制教育振興会総合表彰式 会場：八汐荘
　教育功労者：仲山久美子校長、伊集守朝教諭、善行賞：薄井貞夫　優秀卒業生賞：羽地愛花

22日 沖縄県高等学校定時制教育研究大会（泊高等学校）
24日 全国経理教育協会主催　第216回簿記能力検定試験

　２級商業簿記合格　新城刀祐、大濵由愛、喜友名蓮水、山田大
25日 地震・火災避難訓練
28日 性・エイズ講話「いのちの授業」　講師　助産師　HISAKO

12月 6日 第14回商工祭　「笑顔満載　笑幸祭　～夢・青春・輝く未来へ～」
19日 職員研修（八重山特別支援学校授業観察）
25日 冬季休業前集会

R7 1月 6日 冬季休業明け集会・成人祝賀会（阿次富優、渡慶次賢作）
19日 全国商業高等学校協会主催 第72回情報処理検定試験 ビジネス情報２級合格 喜友名蓮水、前原一心
28日 長崎県立鳴滝高等学校定時制事務局長、教諭2名が来島し本校視察
31日 日本電卓技能検定協会主催　第205回電卓技能検定

5級合格：新垣りさ、大濵維心、橋本来夢、東盛結翔、前原一心
6級合格：新垣麗花、石野美空、井上桜、神谷紗愛

2月 4日 令和7年度沖縄県立学校入学者選抜願書受付（特色選抜1名・一般選抜17名）
10日 予選会（バドミントン・バレーボール・ドッチボール）
20日 特色選抜面接
28日 「葦」第54号発行　卒業式予行演習

3月 1日 第56回卒業式　卒業生8名
(財)産業教育振興中央会　御下賜金記念優良卒業生賞：薄井貞夫
全国商業高等学校長協会　卒業生成績優秀賞：羽地愛花
全国高等学校定時制通信制教育振興会　生徒会活動功労賞：糸滿亮翔
沖縄県定通教育協会　勤労学生賞：阿次富優

19日 修了式・離任式
28日 合格者オリエンテーション

令和7年度（2025）
4月 1日 定期人事異動（赴任）

校長　下野智昭（美里工）　教諭　地歴：根川智好(石川)　事務　石垣亜希子（八重山特支）　
保体：大江隆喜(全日)　商業：比屋定有美子(全日)

〃 臨時的任用教諭発令
　国語：嶺井直(全日)　数学：石原尚人(継続）　理科：宮城塁(新卒）
　英語：棚原俊作(継続)　商業：商業：森本裕也(浦添商業)　眞境名沙由利(全日)　
　養護：東嘉弥眞美久(継続)　

7日 人事異動（赴任）　商業：比嘉恵梨美(沖縄水産）
〃 定時制課程　第57回入学式 21名

PTA入会式・就任式・始業式
8日 新入生オリエンテーション、給食指導・手洗い実践

会計年度任用職員任用
　非常勤講師　体育：奥島祐子、音楽：譜久盛円、家庭：宮良絵梨

4月 9日 全体集会（HR役員認証式・対面式・部活動紹介・車両点検）
17日 A組親子ふれあい給食
22日 津波避難訓練

5月 2日 新入生歓迎オリンピック大会＜夜の大運動会＞（３～５校時目）
12日 三者面談～16日
13日 職員研修（特別支援教育について）
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5月 21日 PTA総会
21日 職員研修（キャリア教育）講師：グッジョブおきなわ　上田丈晴　氏
24日 沖縄県高等学校定時制通信制夏季体育大会(卓球)

男子卓球シングルス1位：前原一心,2位：東盛結翔，3位：豊見本和誠
女子卓球シングルス2位：喜友名蓮水,3位：石川菜都

26日 前期中間考査～30日
28日 生徒総会・夏季体育大会推戴式
29日 商業科教諭　比嘉恵梨美　離任
30日 商業科教諭　渡久地政滋　赴任

6月 1日 沖縄県高等学校定時制通信制夏季体育大会（陸上競技）
男子100m2位：山城瀬亜、男子砲丸投１位：山城瀬亜
女子100m3位：井上桜、女子200m2位：神谷紗愛
沖縄県高等学校定時制通信制夏季体育大会（バレーボール）
男子準優勝，女子1回戦敗退

4日 健康講話「食育について」　講師：学校医　城所　望　氏
11日 キャリア形成セミナー　講師：グッジョブおきなわ
18日 平和集会
25日 SNS講話　講師：e-ネットキャラバン　嶺間　恵誠　氏
29日 全国商業高等学校協会主催　第74回ビジネス文書実務検定試験

　1級前原一心、2級喜友名蓮水、2級(文書部門)上里爽、2級(速度部門)大城琉依
　3級崎枝一斗

7月 9日 生活体験発表大会
10日 高校生代表者会議・ちゅらマナーアップフォーラム　生徒会長　崎枝一斗
11日 OECD生徒学習到達度調査(PISA)　1年生のみ実施
16日 薬物乱用防止講話　講師　笠原　大吾　氏(沖縄県薬物乱用防止協会八重山支部)
18日 学校評議員会　評議員：仲大盛吉幸、藤本治彦、金澤孝子、大田幸司、宮良当建
〃 夏季休業前集会・全国高等学校定通制体育大会壮行会（陸上・卓球）
22日 夏季集中授業（郷土探求・情報活用）～30日

8月 5日 全国高等学校定時制通信制体育大会卓球競技～6日
　男子シングルス3回戦：前原一心、1回戦：東盛結翔
　女子シングルス2回戦：喜友名蓮水、1回戦：石川菜都

12日 全国高等学校定時制通信制体育大会陸上出場～14日
　陸上200ｍ女子：神谷紗愛、100m男子：山城瀬亜

9月 1日 夏季休業あけ集会
3日 生徒会役員選挙　生徒会長　兼濵希、副会長　日當悦子

12日 キャリア形成セミナー　講師：グッジョブおきなわ
15日 後期登録面談～22日
17日 学校見学会（生徒9、保護者６、引率7）
21日 全国商業高等学校協会主催　第73回情報処理検定試験

　ビジネス情報１級：喜友名蓮水
24日 スポレク祭
26日 令和７年度　前期終業式　
29日 秋季休業～10/1

10月 2日 令和7年度後期始業式・生徒会役員任命式・HR役員認証式
6日 英語能力判定テスト～10日
8日 交通安全講話　講師　八重山警察署職員

12日 日本情報処理検定協会主催　第144回情報処理検定（表計算）
1級：喜友名蓮水　前原一心
準1級：大城琉依,北峰千裕,大山愛生,兼濵希
2級：石垣凉聖,日當悦子,前泊愛唯,仲村弘介
準2級：崎枝一斗,豊見本和誠,東盛結翔,前泊愛唯
3級：久手堅美島,仲本友香里
4級：池間萌雅

13日 八重山地区高等学校PTA連合会親睦球技大会（八重山商工高等学校）
16日 第67回県高等学校定時制通信制生徒生活体験発表大会　奨励賞　日當悦子
23日 労働局出前講座（１・2年生）
24日 親子ふれあいバーベキュー（大人30人、小学生以下21人）・スポーツ大会

11月 1日 第35回県高等学校定時制通信制秋季体育大会
バレーボール男子：準優勝
バドミントン男子シングルス：山城瀬亜(1回戦)、豊見本和誠(2回戦)
バドミントン男子ダブルス：兼濱・大山(準決勝進出)

5日 第2回学校見学会（生徒15、保護者6、引率6）
7日 沖縄県高等学校定時制生徒リーダー研修会(泊高等学校)
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11月 8日 八重山地区高等学校PTA連合会合同研修会（八重山商工高等学校）
〃 第35回県高等学校定時制通信制秋季体育大会卓球大会(豊見城市民体育館)

卓球女子シングルス：１位　喜友名蓮水、２位　石川菜都
卓球男子シングルス：１位　前原一心　3位豊見本和誠

11日 沖縄県高等学校定時制通信制教育振興会総合表彰式 会場：八汐荘
　教育功労者：森本裕也教諭、善行賞：新城刀祐　優秀卒業生賞：上里爽

21日 沖縄県高等学校定時制教育研究大会（泊高等学校）
23日 全国商業高等学校協会主催　第75回ビジネス文書実務検定

ビジネス文書部門1級：喜友名蓮水　2級：上里爽
速度部門3級：上地琉斗、大宜見愁十

24日 全国経理教育協会主催　第216回簿記能力検定試験
　２級商業簿記合格　新城刀祐、大濵由愛、喜友名蓮水、山田大

25日 地震・火災避難訓練
27日 日本電卓技能検定協会主催　第208回電卓技能検定

1級:石垣凉聖,4級：前泊愛唯,東盛結翔
5級：仲本友香里,上地琉斗,大城秀斗,大嵩愛花,大濵姫愛,小幡莉桜香
     平良心愛,武富礼穏,長山咲,長山華,比嘉麗奈,前原一花

12月 9日 性・エイズ講話「いのちの授業」　講師　助産師　高野しのぶ
14日 石垣島縦断駅伝（大本小学校～明石公民館）2時間42分43秒
19日 学校評議員会
25日 冬季終業前集会

1月 6日 冬季終業明集会
16日 沖縄県高等学校文化連盟活動賞　東山咲輝
18日 全国商業高等学校協会主催　第74回情報処理検定　ビジネス情報1級：前原一心

2月 1日 全国商業高等学校協会主催　第40回商業経済検定　商業経済1級：喜友名蓮水
3日 令和８年度沖縄県立学校入学者選抜願書受付（一般選抜12名・特別募集1名）

10日 予選会（室内野球・バレーボール）
28日 「葦」第55号発行　卒業式予行演習

3月 1日 第57回卒業式　卒業生12名
(財)産業教育振興中央会　御下賜金記念優良卒業生賞：喜友名　蓮　水
全国高等学校定時制通信制教育振興会　修学優秀賞：大　濵　由　愛
全国高等学校定時制通信制教育振興会　生徒会活動功労賞：崎　枝　一　斗
全国商業高等学校長協会　卒業生成績優秀賞：前　原　一　心
沖縄県高等学校定時制通信制教育振興会　優秀卒業生賞：上　里　　爽
沖縄県高等学校定時制通信制教育振興会　善行賞：新　城　刀　祐
沖縄県定通教育協会　勤労学生賞：平　良　紗　笑

4日 令和８年度沖縄県立学校入学者選抜試験（一般選抜12名・特別募集1名）
13日 第3回学校評議員会
17日 令和８年度沖縄県立学校入学者選抜試験合格発表（一般選抜12名・特別募集1名）
18日 令和８年度沖縄県立学校入学者選抜試験2次募集受付（2次募集3名）
19日 修了式・離任式
27日 2次募集合格発表（2次募集3名）・合格者オリエンテーション
31日 定期人事異動（転出）　

　教諭　国語：嶺井直(名護商工高校)　地歴：根川智好(全日制課程)　　
　数学：石原尚人(八重山高校)　商業：比屋定有美子(全日制課程）
　森本裕也(具志川商業高校)　実習助手：熊野仁美(球陽高校)
定期人事異動（退職）
　臨時的任用教諭：眞境名沙由利(商業)
　非常勤講師：宮良絵梨(家庭)
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[ 2 ]               教育目標・学校経営方針等 〔定時制課程〕 

 

１．教育目標 

 （１）商業に関する専門的な知識、技術及び技能を習得させ、産業界で活躍する生徒を育成する。 

 （２）心身共に健康で、社会を生き抜くための「基礎力」「思考力」「実践力」を持った生徒を育成する。 

 （３）豊かな人間性と創造性の伸長を図り、主体性・積極性・協調性と柔軟性を持ったグローバル社会で 

   活躍する生徒を育成する。 

 

２．教育方針 

自立：即戦力としてのビジネスマナー、語学力、社会適応能力や各種資格・検定取得を通して、生涯学 

び続ける力の育成に努める。 

挑戦：職業人として探究力や協働力、粘り強さで課題解決に取り組む力とホスピタリティ精神や国際感 

を身につけグローカルな視点で挑戦する力の育成に努める。 

貢献：職業人として地域連携・地域貢献を行い、自らの社会的な役割を考える態度や研究的、活動的な 

態度を養い、地域の産業発展に寄与する。 

 

３．学校経営方針 

（１）校訓「友愛津梁」のもと、友愛の精神を以て、広く世界を結ぶ架け橋となり、有為な人材の育成に努  

める。 

（２）インクルーシブ教育を推進し、ひとり一人の個性や特性に配慮した教育活動を行い自立と社会参加 

  に繋げる。 

（３）自己実現のためのキャリア教育の充実を図り、個に応じた進路指導に努める。 

（４）全職員の「共通理解」と「共通行動」で学校運営の円滑化と効率化を図り、本校教育目標の実現に

努める。 

（５）教職員研修の充実と情熱と使命感を持って能動的に自己研鑽に励む教職員の育成に努める。 

（６）学校評価や学校評議員等の意見を積極的に取り入れた教育活動の改善と活性化に努める。 

（７）地域に根ざし、地域から信頼され支援される開かれた学校づくりに努める。 

（８）安全管理・危機管理体制の充実に努める。 

 

４．本年度の重点努力目標 

 （１）凡事徹底、授業態度（規律の確立）、ビジネスマナーの育成 

（２）人権教育・いじめ防止対策の充実 

（３）全ての生徒が共に学び認め合うインクルーシブ教育の推進 

（４）一人一端末の有効活用 

（５）地域連携・貢献を意識した特別活動、課題研究の推進 

（６）キャリア教育の推進（職業観・勤労観の育成） 

（７）学校給食を通した食育・健康教育の推進 

（８）観点別評価における効果的な指導方法と評価の一体化 

（９）各種資格・検定の取組 

（10）不登校・中途退学対策に繋がる生徒理解と生徒指導 

（11）交通安全指導の強化 

（12）防災意識や危険回避能力の向上 

 （13）働き方改革推進（業務の効率化） 
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〔5〕校務分掌及び職員組織 
 

 １．分掌組織図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

No 各部 係 担当 

１ 教務部 

5 人 

企画・行事・入試・学校見学  

２ 学籍・公簿・情報管理  

３ 教育課程・時間割・視聴覚  

４ 渉外（副舎監）  

５ 庶務（PTA 会計・実験実習学校取扱金）  

6 進路支援部 

※2 名 

総務(就職・進学)・キャリア教育・奨学金  

7 生徒支援部 

※6 名 

生徒指導・いじめ・就学継続支援員 

交通安全・薬物・SNS 講話 

 

8 特別支援教育 C 生徒情報交換会(世話係)  

9 教育相談・給食  

 

10 学年会 A 組 生徒会  

11 生徒会会計・部活動・特別活動  

12 B 組 環境整備・環境安全・保健主事  

13 C 組 図書 校内・外部団体表彰  

 商業科 世話係   

 普通科 世話係   

※C 組担任は進路支援部、A・B 組担任は生徒支援部に配属 

 

 A 組 B 組 C 組 

担任     

副担任    

 

校 長 

教 頭 事務長 

職 員 会 議 

各種委員会 

教 

務 

部 

進
路
支
援
部 

生
徒
支
援
部 

事 

務 

部 

商 業 科 学 年 会 普 通 科 
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２．職員数及び勤務時間の割り振り 

 

職員数                                 ※５/１ 現在 

性
別 

校 
 

 

長 

教 
 

 

頭 

事 

務 

長 

教  諭 

養 

護 

教 

諭 

実 

習 

助 

手 

事
務
・
事
務
補
助
員 

用 

務 

員 

司 
 

 
書 

講 
 

 

師 

特
別
支
援
教
育 

          

支
援
員 

計 

国 
 

 

語 

地
歴
・
公
民 

数 
 

 

学 

理 
 

 

科 

保
健
体
育 

外
国
語(

英
語) 

 

家 
 

 

庭 

芸 
 

 

術 

商 
 

 

業 
 

 
 男 １ １ １ １ １ １ １ １ １ ０ ０ 3 ０ 1 ０ 0 ０ １ 0 １4 

女 0 ０ ０ １ ０ ０ ０ ０ ０ 0 0 1 １ 0 １ １ 1 ３ 2 １1 

計 １ １ １ ２ １ １ １ １ １ 0 0 4 １ １ １ １ １ ４ ２ ２5 

                                                                              

     勤務時間(教職員等) １３：３０～２２：００(７時間４５分) 

 休 憩  

   

    13:30              15:30   16:15                          22:00 

                                   (４５分) 

 

 

 

３. 職員名簿(担当教科) 

  職 教 科 氏  名 分  掌 

1 校 長    

2 教 頭    

3 事務長    

4 教 諭    

5 〃    

6 〃    

7 〃    

8 〃    

9 〃    

10 〃    

11 〃    

12 〃    
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13 〃    

14 〃    

15 実習助手    

16 養護教諭    

17 講 師    

18 〃    

19 〃    

20 〃    

21 事  務    

22 司書補助    

23 特別支援員    

24 〃    

25 用務員    
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分掌名 係 担　　当

①学校要覧の作成 ⑥職員会議録、保管・管理

②教務関係各種公文書の処理及び保管 (修正確定事項明記は週番)

③学校案内パンフレットの作成(総務) ⑦職員会議の議題調整

④各種委員会の発足世話 ⑧入学予定者･保護者アンケートの集計､分析､報告

⑤新任職員オリエンテーション ⑨沖定研学習指導部会の運営

⑩県定時制教育研究会(沖定研)理事

①年間・月間行事計画 ⑤三者面談日程調整、資料作成

②夏季・秋季・冬季休業計画 ⑥儀式的行事等の企画･シナリオ調整

③各種行事に関する調整統括 ⑦入学・卒業要覧の編集

④非常勤講師への連絡(日程変更)

①入試業務に関わる企画・立案 ④中学校への学校紹介

②入学検査(推薦・一般入試)総務主担当 　(中学校主催の島内三高校説明会含む)

③合格者オリエンテーション企画 ⑤学校見学会(中学生及び一般)の企画・運営

①教育課程編成(教育課程委員) ⑧夏季集中授業の企画(総務)

②教育課程関係公文書の処理及び保管 ⑨増加単位認定事務

③単位登録説明会の企画と運営 ⑩高校卒業程度認定試験に関する事

④教科書注文(選定検討と採択調整) ⑪時間割編成

⑤副読本等調べ ⑫時鐘調整

⑥教務手帳の注文 ⑬定期考査期間の調整・時間割作成

⑦生徒氏名票(ＨＲ別・科目別)の作成 ⑭学びの基礎診断のまとめ

①施設の管理運営（全日制との連携） ③放送機器の設営

②視聴覚機材の保守管理(全日制と連携) ④視聴覚機器の利用研修企画

①学籍(転籍･転出入･復休退学・編入学等)の管理

②諸表簿準備・記入・保管・管理 ⑪補習授業期間の周知

③高等学校生徒指導要録 ⑫中途退学資料の集約

④復学・転編入生オリエンテーション ⑬科目履修生成績一覧表等保管・管理

⑤成績会議資料の保管 ⑭科目履修生の掌握･単位認定に関する事

⑥卒業生台帳の保管 ⑮科目履修生台帳の作成･保管

⑦校内規程に関する事項(内規検討委員) ⑯科目履修開設科目・募集・登録業務

⑧転籍・転編入学募集要項の作成・募集受付・体験入学企画・面接等実施

⑨単位未修得者の教科指導経過記録簿の管理

⑩追認考査の実施

①教務関係データのアップデート ⑦出席・成績処理の入出力管理

②情報利用技術に関する職員研修 ⑧成績会議資料入力管理・作成

③情報セキュリティ管理 ⑨非常勤講師への(出席、成績入力の確認)連絡

④学校ホームページ更新 ⑩進路支援システム運営・管理

⑤コンピュータに関する各種サポート ⑪卒業生台帳の作成

⑥入学検査(コンピュータ入力係)

①ＰＴＡ会員名簿 ⑤ＰＴＡ会費の予算計画・執行・会計

②ＰＴＡ総会等行事の企画・運営 ⑥八高Ｐ連に関する事

③学級ＰＴＡへの資料提供等 ⑦友愛・さんご会予算計画・執行・会計

④外部団体・機関等からの依頼及び公文に関する事 ⑧友愛・さんご会との連携と名簿管理

学寮 ①学校寮（学寮）の管理運営全般

４．校務分掌内容 　　　　　　　

企

画

分　　　　掌　　　　内　　　　容

入

試

教

務

部

　

　
主

任

　

大

江

　

隆

喜

Ｐ

Ｔ

Ａ

・

同

窓

会

学

　

籍

行

事

教

育

課

程

視

聴

覚

情

報

管

理
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分掌名 係 担　　当

①関係機関(教育庁･公共職業安定所等)との連絡、調整

②学年会との連携 ⑪沖定研進路指導部会の運営

③進路に関する各種資料の作成と整理 ⑫進学ガイダンス

④就職応募関係書類、受験報告書、受験旅行願書等の整理と保管

⑤公文書類等の受付と整理･保管 ⑬各受験対策の計画と実施　

⑥就職指導（履歴書・面接指導等を含む） ⑭学卒就職情報Webシステムに関する事

⑦進学応募に関する手続きの指導 ⑮求人票、求人関係資料の整理、配布

⑧就職ガイダンスの計画と実施 ⑯職場開拓

⑨就労アルバイトに関すること

⑩進路に関する各種統計資料の提出(県、ハローワーク、その他の機関)

①キャリアパスポートの作成・計画・実施

②キャリア教育に関する講話等の計画・実施

③進路に関する統一ＬＨＲの計画と実施

④進路調査の実施と集計

⑤興味調査、一般職業適性検査の実施

①各種奨学金の申請、報告関係

①統計利用喚起のための諸活動 ④図書委員会の運営指導

②読書指導 ⑤図書館資料の収集

③図書館利用計画と広報 ⑥「葦」の作成

①部の統括と学年会・科との連携 ⑤いじめ防止に係るアンケート調査等

②生徒指導全般に関する指導方針の立案　 　の計画・実施(学級担任と連携)

③飲酒・喫煙防止に関する指導の企画立案 ⑥懲戒指導の提案および言い渡し運営

④外部団体との連携 ⑦勤怠指導(勤怠不良の生徒面談)

　(中学高校生徒指導、警察連携等) ⑧沖定研生徒指導部会の運営

⑨就学継続支援員との連絡･調整等

①交通安全指導に関する計画立案

②自転車の安全運転指導・駐輪指導(学年駐輪場整備)・自転車の登録

③原付・自動二輪・自動車免許取得者把握及び登録

④交通安全に関する行事の計画

⑤交通安全集会、交通安全統一ＬＨＲ資料作成

⑥交通安全に関する対外的行事への参加計画

①生徒会活動に関する事 ③学生証等生徒証明書作成に関する事

②生徒総会の企画・運営 ④クラス別生徒顔写真表作成

①生徒会費の予算計画・執行・会計 ③特別活動（LHR含）に関すること

②生徒派遣(大会等)に関する事

①生徒派遣費の予算計画・執行・会計

生

徒

支

援

部

　

　

　
主

任

　

山

城

　

学

生

徒

会

進

路

支

援

部

　

　
主

任

　

諸

喜

田

　

わ

か

こ

交

通

安

全

奨

学

金

図

書

分　　　掌　　　内　　　容

総

務

(

就

職

･

進

学

)

②県高校定通制修学奨励金貸与事業に係る奨学金申請、報告に関する事(事務部と連携）

キ
ャ

リ

ア

教

育

統

括
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分掌名 係 担　　当

①環境美化の学校全体の計画

②美化委員会(生徒会)の指導

③新年度清掃分担区、係割振調整

④机、椅子、教卓、黒板、掲示板、鍵等の保全整備

①防火・防災・津波避難訓練に関する事 ③危機管理に関する事(教頭と連携)

②安全衛生管理指導 ④校内の安全点検に関する事

①学校保健委員会の企画・運営 ⑤エイズ教育及び性教育に関すること

②保健関連行事に関する企画・運営 ⑥学校保健計画・学校安全計画の作成

③保健に関する関係機関との連絡・調整 ⑦校内の安全点検に関する事

④保健関係各種文書の処理・保管

①保健管理に関すること ②保健教育(保健指導)に関すること

・救急処置と救急体制について ③健康相談に関すること

・健康診断の企画・調整

・健康観察について(感染症情報収集システム報告)

・疾病の管理と予防(災害給付手続きなど)

・学校環境衛生に関すること(環境衛生検査等)

②保護者に対する学校窓口機能(教頭と連携)

①学校給食委員会の開催・運営 ⑤給食関係の書類の確認・保管・管理

②献立表予定表の作成・発行(調理員との連携) ⑥給食費の予算計画・執行・会計

③給食室の衛生に関すること

④喫食予定数の確定・報告、喫食実績数の管理

①通級による指導の企画運営および授業計画 ⑦時間割係と調整

②対象生徒の調査 ⑧通級に関する学校見学等の対応

③特別支援教育室との連絡調整 ⑨通級授業のＳＴ

④校内への実践報告 ⑩通級に関する取扱金関係・実習費の執行

⑤個別の指導計画の作成と評価　　　 ⑪個別の指導の作成と評価(副)

⑥県への報告　　　 ⑫教材の印刷補充等

世話係 ①生徒情報交換会の企画

生徒会(主)

部活動、生徒派遣(大会等)に関する事、生徒会会計

Ｂ組 保健主事

Ｃ組
図書、卒業アルバム作成、
校内外・部団体からの表彰に関する事

①商業科予算計画・執行 ④資格・検定・表彰(沖商研)等に関する事

②商業科主催学校行事の運営 ⑤県商業教育研究会に関する事

③夏季集中(商業科目)の企画・運営 ⑥商工祭(３年に一度)の企画運営

①普通科の予算計画・執行

②夏季集中講座授業の企画・運営

分　　　掌　　　内　　　容

①教育相談に関する事

保

健

教

育

相

談

②入学前の中学校との連携(特別支援教育コーディネーターとの連携)

⑤特別支援教育に関する事(特別支援教育コーディネーターとの連携)

環

境

整

備

普

通

科

世

話

係

①「生徒への特別な支援」についての学級担任へのサポート

学

　

年

　

会

③外部関係機関との連携調整

④入学後の中学校との連携｛教育相談係との連携｝

⑤生徒理解のための職員研修の企画

⑥インクルーシブ教育システム体制整備事業に関する関連業務

給

食

通

級

担

当

主

商

業

科

世

話

係

Ａ組

学年レクの企画・運営

環

境

安

全

生

徒

支

援

部

　

　

　

世

話

係

　

山

城

　

学

④人権教育・ハラスメント防止に関する事

③就学支援係(主)との連携

特

別

支

援

教

育

コ
ー
デ

ィ

ネ
ー
タ
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分掌名 係 担　　当

①総括、企画、運営、渉外等に関する事項 ⑤借受台帳・使用許可台帳の登録および整理保管

②出納事務に関する事項　(資金前渡職員) ⑥文化観光スポーツ部県立学校開放事業関係

③公有財産に関する事項・整理・保管等

④産業教育振興施設台帳の登録および整理保管（設備台帳は歳出係作成）

①歳出予算の要求調整・令達予算執行計画および執行(人件費および旅費は除く)

②契約に関する事務 ⑩物品等の売買契約・廃棄物処分契約に関する事項

③支出書類の検査および支払い事務 ⑪消耗品の購入計画・受入れ・払出し

④予算および歳出等に関わる統計調査等の作成 ⑫備品の修理および購入計画・受入れ・払出し

⑤施設（校地・校舎工作物）等の修繕 ⑬歳出証拠書類の整理、製本

⑥備品台帳の登録および整理保管 ⑭歳出・施設等の諸予算要求等の作成

⑦一般備品・産振備品・理科備品等の購入計画 ⑮その他事務長の指示する事項

⑧一般備品・産振備品・理科備品等の廃棄続き

⑨産振施設台帳・理科振興備品台帳・家庭科備品台帳等の登録・整理保管（施設台帳は事務長作成）

①文書の受付・回覧・配布・発送および整理保管 ⑨高等学校等就学支援金等に関する事項

②公文書・公報・諸法規等の整理保管 ⑩諸調査統計表の作成

③卒業台帳の保管 ⑪証明書の発行・受付願書の整理保管

④郵便切手の受払整理・保管 ⑫文書廃棄台帳の整理保管

⑤学校取扱金(校納金)未納者を各担当へ情報提供　 ⑬現金出納簿の整理

⑥学校施設の使用許可・使用料に関すること ⑭その他事務長の指示する事項

⑦学校施設の使用料の納付および教員住宅の入居料に関する事項

⑧文化観光スポーツ部県立学校開放事業関係

①職員の採用・退職等身分の異動に関する事項 ⑧会計年度任用職員の任用等に関する事項

②職員の履歴書の整理保管移管に関すること ⑨会計年度任用職員の報酬等の支払いに関すること

③職員の昇給・昇格等に関する事項 ⑩会計年度任用職員の社会保険・雇用保険等に関す

④給与・諸手当の認定、支払いに関すること 　ること

⑤年末調整等（税金・保険料等）に関する事項 ⑪ハローワーク関係登録、採用起案等

⑥給与・報酬関係の報告および諸調査統計表の作成 ⑫その他事務長の指示する事項

⑦公立学校共済組合に関する諸手続き、請求に関する事項

（短期給付、長期給付、人間ドック等）

①歳出予算の要求調整・令達予算執行計画および執行(人件費は除く)

②契約に関する事務（給食調理業務・プロパンガス等） ⑨旅費の請求書作成と支払い

③支出書類の検査および支払い事務 ⑩旅費に係る諸調査報告書作成

④予算および歳出等に関わる統計調査等の作成 ⑪公務自家用車届けの整理保管

⑤物品等の売買契約・廃棄物処分契約に関する事項 ⑫卒業台帳の保管

⑥消耗品、備品の修理・購入計画・受入れ・払出し ⑬証明書の発行・受付願書の整理保管

⑦高等学校等就学支援金等に関する事項 ⑭出勤簿・服務諸届等の整理保管

⑧夜食費補助等に関する事項 ⑮その他事務長の指示する事項

①庶務関係補助（受付）

②財産に関すること（事務長補佐）

③その他事務長の指示する事項

①庶務関係補助（受付）

②財産に関すること（事務長補佐）

③その他事務長の指示する事項

①図書関係の庶務的事務 ③図書視聴覚部との連携

②図書館の管理・館内の整理整頓 ④その他事務長の指示する事項

①来客の接待、湯茶室の整理整頓 ④環境整備部や全日制用務員との連携

②事務室周辺、校長室、印刷室の清掃、整理整頓 ⑤その他管理者の指示する事項

③印刷・製本等の仕事

①就学支援金関係、奨学のための給付金関係

②各種資料作成、書類整理、製本等

③窓口・電話対応・管理者が指示する業務 　

司

書

用

務

員

事

務

補

助

分　　　掌　　　内　　　容

事

　

　

　

　

　

　

　

　

務

　

　

　

　

　

　

　

　

部

総

括

・

財

産

歳

出
（

全

日
）

・

施

設

庶

務

・

歳

入
（

全

日
）

人

事

・

給

与

・

福

利

厚

生

歳

出

歳

入
（

定

時
）

旅

費

・

服

務

庶

務

・

そ

の

他

庶

務

・

そ

の

他
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部員数

4

3

6

5

3

同好会

7

5

4

～

～

～

～

～

～

～

～

～部活動等 21:20 22:50

３校時

４校時

５校時

清掃

19:40

20:30

21:15

18:50 19:35

20:25

21:15

21:20

１校時

２校時

17:25

   ６　日課表（通常日課）

16:40

17:30

   ５　部・同好会と顧問編成

部　活　動　名 顧 　問　名

 バスケットボール（女）

 バスケットボール（男）

 バドミントン

 商業

 演劇パフォーマンス

18:15

18:45給食

18:20SHR 18:17

18:25

部

 写真

 卓球

 陸上
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〔6〕各種委員会  
１．特設委員会 

委  員  会 委  員（◎は委員長） 主   な   任   務 

定時制教育改革委員会  今後の定時制教育の在り方についての研究 

２．委員会 

委  員  会 委 員（◎は委員長） 主   な   任   務 

内規検討委員会  
① 内規の見直し及び工夫改善についての研究・整備 

② 職員必携(内規)の編集・発行 

教育課程･単位検討･ 

基礎学力対策委員会 
 

① 教育課程の編成、改善に関する研究と改善工夫の推進 

② 転編入時の単位の読み替えや増加単位制度の単位認 

  定(実務代替) 

③ 基礎学力の向上に向けた取組の研究及び計画の立案 

不登校･中途退学対策・ 

就学支援委員会 
 

① 長期欠席者や中途退学につながる生徒の状況把握 

② 学年会と連携しての対策に関すること 

給 食 委 員 会  
① 学校給食の在り方並びに献立等の工夫改善 

② 食育教育の推進 

進路対策委員会 

(就職･進学委員会・ 

ｷｬﾘｱ教育対策委員会） 

 

① 就職や進学に関する情報の提供 

② 進路の決定に関する指導の改善 

③ 推薦等の審議及び職員会議への提案 

④ キャリア教育・職業教育の推進と充実に向けた研究 

⑤ 「卒業のためのガイドブック」の編集・発行 

生徒指導委員会  

① 生徒指導に関する事項についての研究 

② 問題行動への指導方法の計画、実施、評価、提案 

③ 交通安全指導の計画と実施 

学校保健委員会  生徒の健康の問題を研究協議し、健康つくりを推進 

衛 生 委 員 会  

①快適な職場づくりに関すること 

②職員の健康に関すること 

③セクハラ、パワハラに関すること 

いじめ防止対策 

人権委員会 
 

①人権教育の推進に関すること 

②コンプライアンスに関すること 

特別支援教育委員会  特別支援教育に関すること。 

図書選定委員会  

①図書選定及び予算に関すること(全日と連携) 

②生徒図書委員会の活動補佐 

③卒業文集「葦」の編集・発行の推進 

表彰者推薦委員会  ①各種被表彰者の推薦に関すること。 

学校取扱金･ 

指定物品検討委員会 
 学校取扱金、指定物品、団体取扱金についての検討 

入試企画委員会  入試に関する計画・検討 

全 定 交 流  全定職員の勤務の交流に関する事項 

マスタープラン  施設、設備の永年計画に関する事項 

校務分掌検討委員会  ①校務分掌割振事項 ②校務分掌検討事項 

情 報 処 理 推 進  
① 校内ＬＡＮ等の推進 ② インターネットに関すること 

③ ホームページ更新に関すること 
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[7]　教育課程表

1．令和５年度入学生　　　商業科　教育課程表 沖縄県立八重山商工高等学校　　定時制課程　

科目 標準 単位数

◎ 現 代 の 国 語 2 2
◎ 言 語 文 化 2 2

国 語 表 現 4 2 2
◎ 歴 史 総 合 2 2
◎ 地 理 総 合 2 2
◎ 公 共 2 2

政 治 経 済 2 2
◎ 数 学 Ⅰ 3 2 2

数 学 Ａ 2 2
◎ 科 学 と 人 間 生 活 2 2
◎ 化 学 基 礎 2 2
◎ 生 物 基 礎 2 2
◎ 体 育 7～8 2 2 2 2 体育

※ 体 育 2 ３年間で卒業を目指す生徒が登録

◎ 保 健 2 2 2 保健

◎ 音 楽 Ⅰ 2 2 音楽Ⅰ

音 楽 Ⅱ 2 2
◎ 英語コミュニケーションⅠ 3 2

英語コミュニケーションⅡ 4 2 2
論 理 ・ 表 現 Ⅰ 2 2

家　庭 ◎ 家 庭 基 礎 2 2 2 家庭基礎(2年次)

情　報 ◎ 情 報 Ⅰ 2 情報処理で代替

ベ ー シ ッ ク 学設２ 2
郷 土 探 究 学設１ ① 夏季集中授業

学 校 外 学 修 1～3 （３）

社 会 体 験 活 動 1～3 （３）

ビ ジ ネ ス 基 礎 2～6 2 2
◎ 課 題 研 究 2～6 2 2

総 合 実 践 2～6 4
ビジネス・コミュニケーション 2～6 2
マ ー ケ テ ィ ン グ 2～6 ②
商 品 開 発 と 流 通 2～6 2
財 務 会 計 Ⅰ 2～6 2
ビ ジ ネ ス 法 規 2～6 2
簿 記 2～6 4 ②

◎ 情 報 処 理 2～6 2 2 2
ネットワーク活用 2～6 2
販 売 実 習 学設 2
情 報 活 用 学設 ①～③ 夏季集中授業

学設 1～2 2 2 2 2
学設 1～2 2 2 2 2 0～21 通級設定科目

学設 1～2 2 2 2 2
16 14 14 0～12 0～1 44～57

8 10 10 0～8 0～3 28～39

3～6 課題研究で代替

24 24 24 0～20 0～4 72～96

1 1 1 1 3～4

25 25 25 0～21 0～4 75～100

※４年次に置かれている科目は、全て履修するものではありません。卒業単位に応じて履修する。

※増加単位 ①夏季集中授業の学校設定科目「情報活用」は、４年間で１～３単位修得可能（２～４学年対象）

②夏季集中授業の学校設定科目「郷土探究」は、年間１単位、在学中履修は１回限り（全学年対象）

　※校外学修・実務代替・技能審査による増加単位、高卒認定による単位認定をする。

※自立活動は通級認定を受けた者が選択可能で、必履修科目以外の選択科目と替える事が望ましい。

単　　位　　数　　総　　合　　計

　　なお、校外学修については、学校外における関わった活動で、校外における学修として一定の要件を

　　満たすものを本校の科目(学校外学修，社会体験活動)の履修として認定する。

共通教科・科目単位数　　　　　　　合計

専門教科・科目単位数　　　　　　　合計

　総合的な探究の時間

　単　　　位　　　数　　　　　　　　小計

特別活動 ホームルーム活動

通
級
に
よ
る

指
導

自
立
活
動

ソーシャルスキル・トレーニング

アサーション・トレーニング

ジョブ・トレーニング

2～3

主
と
し
て
専
門
学
科
に
お
い
て
開
設
さ
れ
る
各
教
科
・
科

目

(

専
門
教
科
・
科
目
）

商　業 25～40

課題研究(2～4年次)
情報処理(1～3年次)

専門科目
  25単位以上

　外国語等より
　5単位まで
　含められる

　　学校外における関わった活動で、校外における学修
として一定の要件を満たすものを本校の科目の履修とし

て認定する。

各
学
科
に
共
通
す
る
各
教
科
・
科
目
（

共
通
教
科
・
科
目
）

国　語

校外
学修

理　科

数学Ⅰ(分割履修)

4
歴史総合(3年次)
地理総合(2年次)

公　民 2～４ 公共(1年次)

各教科の
単位数
合計

備　　考
(必履修科目)

外国語 6～8
英語コミュニケーションⅠ

(1年次)

4～6
科学と人間生活
及び
基礎がつく１科目

保健体育
7～10

芸術 4

6～8

現代の国語(1年次）
言語文化（2年次）
の2科目

地　歴

数　学 3～6

共
･
専
･
総

教　科
必履
修科
目

学年・類型等
１年次
(R５)

２年次
(R６)

３年次
(R７)

４年次
(R８)

増加
単位

教　養
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2．令和６年度入学生　　　商業科　教育課程表 沖縄県立八重山商工高等学校　　定時制課程　

科目 標準 単位数

◎ 現 代 の 国 語 2 2
◎ 言 語 文 化 2 2

国 語 表 現 4 2 2

◎ 歴 史 総 合 2 2
◎ 地 理 総 合 2 2
◎ 公 共 2 2

政 治 経 済 2 2
◎ 数 学 Ⅰ 3 2 2

数 学 Ａ 2 2

◎ 科 学 と 人 間 生 活 2 2
◎ 化 学 基 礎 2 2
◎ 生 物 基 礎 2 2
◎ 体 育 7～8 2 2 2 2 体育

※ 体 育 2 ３年間で卒業を目指す生徒が登録

◎ 保 健 2 2 2 保健

◎ 音 楽 Ⅰ 2 2 音楽Ⅰ

音 楽 Ⅱ 2 2
◎ 英語コミュニケーションⅠ 3 2

英語コミュニケーションⅡ 4 2 2

論 理 ・ 表 現 Ⅰ 2 2
家　庭 ◎ 家 庭 基 礎 2 2 2 家庭基礎(2年次)

情　報 ◎ 情 報 Ⅰ 2 情報処理で代替

ベ ー シ ッ ク 学設２ 2

郷 土 探 究 学設１ ① 夏季集中授業

学 校 外 学 修 1～3 （３）

社 会 体 験 活 動 1～3 （３）

ビ ジ ネ ス 基 礎 2～6 2 2
◎ 課 題 研 究 2～6 2 2

総 合 実 践 2～6 4
ビジネス・コミュニケーション 2～6 2
マ ー ケ テ ィ ン グ 2～6 ②

商 品 開 発 と 流 通 2～6 2

財 務 会 計 Ⅰ 2～6 2

ビ ジ ネ ス 法 規 2～6 2
簿 記 2～6 4 ②

◎ 情 報 処 理 2～6 2 2 2

ネットワーク活用 2～6 2

販 売 実 習 学設 2

情 報 活 用 学設 ①～③ 夏季集中授業

学設 1～2 2 2 2 2
学設 1～2 2 2 2 2 0～21 通級設定科目

学設 1～2 2 2 2 2
16 14 14 0～12 0～1 44～57

8 10 10 0～8 0～3 28～39

3～6 課題研究で代替

24 24 24 0～20 0～4 72～96

1 1 1 1 3～4

25 25 25 0～21 0～4 75～100

※４年次に置かれている科目は、全て履修するものではありません。卒業単位に応じて履修する。

※増加単位 ①夏季集中授業の学校設定科目「情報活用」は、４年間で１～３単位修得可能（２～４学年対象）

②夏季集中授業の学校設定科目「郷土探究」は、年間１単位、在学中履修は１回限り（全学年対象）

　※校外学修・実務代替・技能審査による増加単位、高卒認定による単位認定をする。

※自立活動は通級認定を受けた者が選択可能で、必履修科目以外の選択科目と替える事が望ましい。

単　　位　　数　　総　　合　　計

　　なお、校外学修については、学校外における関わった活動で、校外における学修として一定の要件を

　　満たすものを本校の科目(学校外学修，社会体験活動)の履修として認定する。

共通教科・科目単位数　　　　　　　合計

専門教科・科目単位数　　　　　　　合計

　総合的な探究の時間

　単　　　位　　　数　　　　　　　　小計

特別活動 ホームルーム活動

通
級
に
よ
る

指
導

自
立
活
動

ソーシャルスキル・トレーニング

アサーション・トレーニング

ジョブ・トレーニング

2～3

主
と
し
て
専
門
学
科
に
お
い
て
開
設
さ
れ
る
各
教
科
・

科
目

(

専
門
教
科
・
科
目
）

商　業 25～40

課題研究(2～4年次)
情報処理(1～3年次)

専門科目
  25単位以上

　外国語等より
　5単位まで
　含められる

　　学校外における関わった活動で、校外における学修
として一定の要件を満たすものを本校の科目の履修とし

て認定する。

各
学
科
に
共
通
す
る
各
教
科
・
科
目
（

共
通
教
科
・
科
目
）

国　語

校外
学修

理　科

数学Ⅰ(分割履修)

4
歴史総合(3年次)
地理総合(2年次)

公　民 2～４ 公共(1年次)

各教科の
単位数
合計

備　　考
(必履修科目)

外国語 6～8
英語コミュニケーションⅠ

(1年次)

4～6
科学と人間生活
及び
基礎がつく１科目

保健体育
7～10

芸術 4

6～8

現代の国語(1年次）
言語文化（2年次）
の2科目

地　歴

数　学 3～6

共
･
専
･
総

教　科
必履
修科
目

学年・類型等
１年次
(R６)

２年次
(R７)

３年次
(R８)

４年次
(R9)

増加
単位

教　養
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3．令和７年度入学生　　　商業科　教育課程表 沖縄県立八重山商工高等学校　　定時制課程　

科目 標準 単位数

◎ 現 代 の 国 語 2 2

◎ 言 語 文 化 2 2

国 語 表 現 4 2 2

◎ 歴 史 総 合 2 2

◎ 地 理 総 合 2 2

◎ 公 共 2 2

政 治 経 済 2 2

◎ 数 学 Ⅰ 3 2 2

数 学 Ａ 2 2

◎ 科 学 と 人 間 生 活 2 2

◎ 化 学 基 礎 2 2

◎ 生 物 基 礎 2 2

◎ 体 育 7～8 2 2 2 2 体育

※ 体 育 2 ３年間で卒業を目指す生徒が登録

◎ 保 健 2 2 2 保健

◎ 音 楽 Ⅰ 2 2 音楽Ⅰ

音 楽 Ⅱ 2 2

◎ 英語コミュニケーションⅠ 3 2

英語コミュニケーションⅡ 4 2 2

論 理 ・ 表 現 Ⅰ 2 2

家　庭 ◎ 家 庭 基 礎 2 2 2 家庭基礎(2年次)

情　報 ◎ 情 報 Ⅰ 2 情報処理で代替

ベ ー シ ッ ク 学設２ 2

郷 土 探 究 学設１ ① 夏季集中授業

学 校 外 学 修 1～3 （３）

社 会 体 験 活 動 1～3 （３）

ビ ジ ネ ス 基 礎 2～6 2

◎ 課 題 研 究 2～6 2 2

総 合 実 践 2～6 4

ビジネス・コミュニケーション 2～6 2 2

マ ー ケ テ ィ ン グ 2～6 ④

商 品 開 発 と 流 通 2～6 2

財 務 会 計 Ⅰ 2～6 2

ビ ジ ネ ス 法 規 2～6 2

簿 記 2～6 2 ④

◎ 情 報 処 理 2～6 2 2 2

ネットワーク活用 2～6 2

販 売 実 習 学設 2

情 報 活 用 学設 ①～③ 夏季集中授業

学設 1～2 2 2 2 2

学設 1～2 2 2 2 2 0～21 通級設定科目

学設 1～2 2 2 2 2

16 14 14 0～12 0～1 44～57

8 10 10 0～8 0～3 28～39

3～6 課題研究で代替

24 24 24 0～20 0～4 72～96

1 1 1 1 3～4

25 25 25 0～21 0～4 75～100

※４年次に置かれている科目は、全て履修するものではありません。卒業単位に応じて履修する。
※増加単位 ①夏季集中授業の学校設定科目「情報活用」は、４年間で１～３単位修得可能（２～４学年対象）

②夏季集中授業の学校設定科目「郷土探究」は、年間１単位、在学中履修は１回限り（全学年対象）
　※校外学修・実務代替・技能審査による増加単位、高卒認定による単位認定をする。

※自立活動は通級認定を受けた者が選択可能で、必履修科目以外の選択科目と替える事が望ましい。

単　　位　　数　　総　　合　　計

　　なお、校外学修については、学校外における関わった活動で、校外における学修として一定の要件を
　　満たすものを本校の科目(学校外学修，社会体験活動)の履修として認定する。

共通教科・科目単位数　　　　　　　合計

専門教科・科目単位数　　　　　　　合計

　総合的な探究の時間

　単　　　位　　　数　　　　　　　　小計

特別活動 ホームルーム活動

主
と
し
て
専
門
学
科
に
お
い
て
開
設
さ
れ
る
各
教
科
・
科
目

(

専

門
教
科
・
科
目
）

商　業 25～40

課題研究(2～4年次)
情報処理(1～3年次)

専門科目
  25単位以上

　外国語等より
　5単位まで
　含められる

通
級
に
よ
る
指

導

自
立
活
動

ソーシャルスキル・トレーニング

アサーション・トレーニング

ジョブ・トレーニング

4

外国語 6～8
英語コミュニケーションⅠ

(1年次)

教　養 2～3

２年次
(R8)

4
歴史総合(3年次)
地理総合(2年次)

公　民 2～４ 公共(1年次)

３年次
(R9)

４年次
(R10)

増加
単位

各教科の
単位数
合計

備　　考
(必履修科目)

各
学
科
に
共
通
す
る
各
教
科
・
科
目
（

共
通
教
科
・
科
目
）

国　語 6～8

現代の国語(1年次）
言語文化（2年次）
の2科目

地　歴

数　学 3～6 数学Ⅰ(分割履修)

校外
学修

　　学校外における関わった活動で、校外における学修
として一定の要件を満たすものを本校の科目の履修とし
て認定する。

理　科 4～6
科学と人間生活
及び
基礎がつく１科目

保健体育
7～10

芸術

共
･
専
･

総 教　科
必履
修科
目

学年・類型等
１年次
(R7)
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4．令和８年度入学生　　　　　商業科　教育課程表 沖縄県立八重山商工高等学校　　定時制課程　

科目 標準 単位数

◎ 現 代 の 国 語 2 2
◎ 言 語 文 化 2 2

国 語 表 現 4 2 2
◎ 歴 史 総 合 2 2
◎ 地 理 総 合 2 2
◎ 公 共 2 2

政 治 経 済 2 2
◎ 数 学 Ⅰ 3 2 2

数 学 Ａ 2 2
◎ 科 学 と 人 間 生 活 2 2
◎ 化 学 基 礎 2 2
◎ 生 物 基 礎 2 2
◎ 体 育 7～8 2 2 2 2 体育

※ 体 育 2 ３年間で卒業を目指す生徒が登録

◎ 保 健 2 2 2 保健

◎ 音 楽 Ⅰ 2 ② 音楽Ⅰ

音 楽 Ⅱ 2 ②
◎ 美 術 Ⅰ 2 ② 美術Ⅰ

美 術 Ⅱ 2 ②
◎ 英語コミュニケーションⅠ 3 2

英語コミュニケーションⅡ 4 2 2
論 理 ・ 表 現 Ⅰ 2 2

家　庭 ◎ 家 庭 基 礎 2 2 2 家庭基礎(2年次)

情　報 ◎ 情 報 Ⅰ 2 情報処理で代替

ベ ー シ ッ ク 学設２ 2
郷 土 探 究 学設１ ① 夏季集中授業

学 校 外 学 修 1～3 （３）

社 会 体 験 活 動 1～3 （３）

ビ ジ ネ ス 基 礎 2～6 2 2
◎ 課 題 研 究 2～6 2 2

総 合 実 践 2～6 4
ビジネス・コミュニケーション 2～6 2 2
マ ー ケ テ ィ ン グ 2～6 ②
観 光 ビ ジ ネ ス 2～6 2
ビ ジ ネ ス ・ マ ネ ー ジ メ ン ト 2～6 2
ビ ジ ネ ス 法 規 2～6 2
簿 記 2～6 2 ②
財 務 会 計 Ⅰ 2～6 2

◎ 情 報 処 理 2～6 2 2 2
ネットワーク活用 2～6 2
情 報 活 用 学設 ①～③ 夏季集中授業

学設 1～2 2 2 2 2
学設 1～2 2 2 2 2 0～21 通級設定科目

学設 1～2 2 2 2 2
16 14 14 8～10 0～1 45～55

8 10 10 4～10 0～3 27～41

3～6

24 24 24 12～20 0～4 72～96

1 1 1 1 3～4

25 25 25 0～21 0～4 75～100

※４年次に置かれている科目は、全て履修するものではありません。卒業単位に応じて履修する。

※増加単位 ①夏季集中授業の学校設定科目「情報活用」は、４年間で１～３単位修得可能（２～４学年対象）

②夏季集中授業の学校設定科目「郷土探究」は、年間１単位、在学中履修は１回限り（全学年対象）

　※校外学修・実務代替・技能審査による増加単位、高卒認定による単位認定をする。

※自立活動は通級認定を受けた者が選択可能で、必履修科目以外の選択科目と替える事が望ましい。

　　なお、校外学修については、学校外における関わった活動で、校外における学修として一定の要件を

　　満たすものを本校の科目(学校外学修，社会体験活動)の履修として認定する。

共通教科・科目単位数　　　　　　　合計

専門教科・科目単位数　　　　　　　合計

　総合的な探究の時間 課題研究で代替

　単　　　位　　　数　　　　　　　　小計

特別活動 ホームルーム活動

単　　位　　数　　総　　合　　計

通
級
に
よ
る

指
導

自
立
活
動

ソーシャルスキル・トレーニング

アサーション・トレーニング

ジョブ・トレーニング

英語コミュニケーションⅠ

(1年次)

教　養 2～3

主
と
し
て
専
門
学
科
に
お
い
て
開
設
さ
れ
る
各
教
科
・

科
目

(

専
門
教
科
・
科
目
）

商　業 25～40

課題研究(2～4年次)
情報処理(1～3年次)

専門科目
  25単位以上

　外国語等より
　5単位まで
　含められる

校外
学修

　　学校外における関わった活動で、校外における学
修として一定の要件を満たすものを本校の科目の履修
として認定する。

各
学
科
に
共
通
す
る
各
教
科
・
科
目
（

共
通
教
科
・
科
目
）

2～4

外国語 6～8

公共(1年次)

現代の国語(1年次）
言語文化（2年次）
の2科目

地　歴

3～6 数学Ⅰ(分割履修)

芸術

2～4

数　学

理　科 4～6
科学と人間生活
及び
基礎がつく１科目

保健体育
7～10

備　　考
(必履修科目)

２年次
(Ｒ9)

4
歴史総合(3年次)
地理総合(2年次)

公　民 2～４

１年次
(Ｒ8)

国　語 6～8

３年次
(Ｒ10)

４年次
(Ｒ11)

増加
単位

各教科の
単位数
合計

共
･
専
･
総

教　科
必履
修科
目

学年・類型等
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5．令和８年度全体　　　　　商業科　教育課程表 沖縄県立八重山商工高等学校　　定時制課程　

科目 標準 単位数

◎ 現 代 の 国 語 2 2
◎ 言 語 文 化 2 2

国 語 表 現 4 2 2
◎ 歴 史 総 合 2 2
◎ 地 理 総 合 2 2
◎ 公 共 2 2

政 治 経 済 2 2
◎ 数 学 Ⅰ 3 2 2

数 学 Ａ 2 2
◎ 科 学 と 人 間 生 活 2 2
◎ 化 学 基 礎 2 2
◎ 生 物 基 礎 2 2
◎ 体 育 7～8 2 2 2 2 体育

※ 体 育 2 ３年間で卒業を目指す生徒が登録

◎ 保 健 2 2 2 保健

◎ 音 楽 Ⅰ 2 ② 音楽Ⅰ

音 楽 Ⅱ 2 2
◎ 美 術 Ⅰ 2 ② 美術Ⅰ(R8年入学生～)

美 術 Ⅱ 2
◎ 英語コミュニケーションⅠ 3 2

英語コミュニケーションⅡ 4 2 2
論 理 ・ 表 現 Ⅰ 2 2

家　庭 ◎ 家 庭 基 礎 2 2 2 家庭基礎(2年次)

情　報 ◎ 情 報 Ⅰ 2 情報処理で代替

ベ ー シ ッ ク 学設２ 2
郷 土 探 究 学設１ ① 夏季集中授業

学 校 外 学 修 1～3 （３）

社 会 体 験 活 動 1～3 （３）

ビ ジ ネ ス 基 礎 2～6 2
◎ 課 題 研 究 2～6 2 2

総 合 実 践 2～6 4
ビジネス・コミュニケーション 2～6 2 2
マ ー ケ テ ィ ン グ 2～6 ④
商 品 開 発 と 流 通 2～6 2
財 務 会 計 Ⅰ 2～6 2
ビ ジ ネ ス 法 規 2～6 2
簿 記 2～6 2 ④

◎ 情 報 処 理 2～6 2 2 2
ネットワーク活用 2～6 2

販 売 実 習 学設 2

情 報 活 用 学設 ①～③ 夏季集中授業

学設 1～2 2 2 2 2
学設 1～2 2 2 2 2 0～21 通級設定科目

学設 1～2 2 2 2 2
16 14 14 8～10 0～1 45～55

8 8 10 4～10 0～3 27～41

3～6

24 24 24 12～20 0～4 72～96

1 1 1 1 3～4

25 23 25 0～21 0～4 75～100

※４年次に置かれている科目は、全て履修するものではありません。卒業単位に応じて履修する。

※増加単位 ①夏季集中授業の学校設定科目「情報活用」は、４年間で１～３単位修得可能（２～４学年対象）

②夏季集中授業の学校設定科目「郷土探究」は、年間１単位、在学中履修は１回限り（全学年対象）

　※校外学修・実務代替・技能審査による増加単位、高卒認定による単位認定をする。

※自立活動は通級認定を受けた者が選択可能で、必履修科目以外の選択科目と替える事が望ましい。

※「商品開発と流通」「販売実習」は、R11より「観光ビジネス」「ビジネス・マネージメント」に変更する。

備　　考
(必履修科目)

共
･
専
･
総

教　科
必履
修科
目

学年・類型等
１年次

(Ｒ8入学)
２年次

(Ｒ7入学)
３年次

(Ｒ6入学)
４年次

(Ｒ5入学)

増加
単位

各教科の
単位数
合計

地　歴 4
歴史総合(3年次)
地理総合(2年次)

公　民 2～４ 公共(1年次)

数学Ⅰ(分割履修)

校外
学修

　　学校外における関わった活動で、校外における学
修として一定の要件を満たすものを本校の科目の履修
として認定する。

理　科 4～6
科学と人間生活
及び
基礎がつく１科目

保健体育
7～10

芸術

2～4

2～4

外国語 6～8
英語コミュニケーションⅠ

(1年次)

教　養 2～3

25～40

課題研究(2～4年次)
情報処理(1～3年次)

専門科目
  25単位以上

　外国語等より
　5単位まで
　含められる

通
級
に
よ
る

指
導

自
立
活
動

ソーシャルスキル・トレーニング

アサーション・トレーニング

ジョブ・トレーニング

商　業

主
と
し
て
専
門
学
科
に
お
い
て
開
設
さ
れ
る
各
教
科
・

科
目

(

専
門
教
科
・
科
目
）

各
学
科
に
共
通
す
る
各
教
科
・
科
目
（

共
通
教
科
・
科
目
）

国　語 6～8

現代の国語(1年次）
言語文化（2年次）
の2科目

数　学 3～6

単　　位　　数　　総　　合　　計

　　なお、校外学修については、学校外における関わった活動で、校外における学修として一定の要件を

　　満たすものを本校の科目(学校外学修，社会体験活動)の履修として認定する。

共通教科・科目単位数　　　　　　　合計

専門教科・科目単位数　　　　　　　合計

　総合的な探究の時間 課題研究で代替

　単　　　位　　　数　　　　　　　　小計

特別活動 ホームルーム活動
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〔8〕令和8年度　使用教科書一覧

現 代 の 国 語 ５０　大修館 現国 902 新編 現代の国語 改訂版

公 共 183  第一 公共 711 高等学校　新公共

科 学 と 人 間 生 活 183　第一 科人　901 高等学校　改訂　科学と人間生活

保 健 183  第一 保体　901
高等学校　保健体育 Textbook、
高等学校　保健体育 Activity

音 楽 Ⅰ 27　教芸 音Ⅰ　901 ＭＯＵＳＡ１

美 術 １ 38  光村　　 美Ⅰ　901 美術１

英語コミュニケーションⅠ ９　開隆堂 Ｃ１　 901 Revised Amity English Communication Ⅰ

ビ ジ ネ ス 基 礎 7　実教 商業　901 ビジネス基礎　新訂版

ビジネスコミュニケーション 7　実教 商業　902 ビジネス・コミュニケーション　新訂版

簿 記 7　実教 商業  904 新簿記　新訂版

情 報 処 理 7　実教 商業  905 最新情報処理　新訂版　Advanced Computing

言 語 文 化 ５０　大修館 言文　902 新編 言語文化 改訂版

地 理 総 合 183  第一 地総　706 高等学校　地理総合　世界を学び、地域をつくる

数 学 Ⅰ 104　数研 数Ⅰ　716 新　高校の数学Ⅰ

生 物 基 礎 183　第一 生基　902 高等学校 改訂 新生物基礎

英語コミュニケーションⅡ ９　開隆堂 CⅡ　７０４ Ａｍｉｔｙ　Ｅｎｇｌｉｓｈ　communiction Ⅱ

家 庭 基 礎 2　東書 家基　9０１ 家庭基礎　自立・共生・創造

ビジネスコミュニケーション 7　実教 商業　902 ビジネス・コミュニケーション　新訂版

マ ー ケ テ ィ ン グ 7　実教 商業　718 マーケティング

簿 記 7　実教 商業  904 新簿記　新訂版

情 報 処 理 7　実教 商業  905 最新情報処理　新訂版　Advanced Computing

国 語 表 現 ５０　大修館 国表 701 国語表現

歴 史 総 合 183　第一 歴総　711 高等学校　新歴史総合　過去との対話、つなぐ未来

数 学 Ⅰ 104　数研 数Ⅰ　716 新　高校の数学Ⅰ

音 楽 Ⅱ 27　教芸 音Ⅱ　703 ＭＯＵＳＡ２

英語コミュニケーションⅡ ９　開隆堂 CⅡ　７０４ Ａｍｉｔｙ　Ｅｎｇｌｉｓｈ　communiction Ⅱ

ビ ジ ネ ス 法 規 7　実教 商業　740 ビジネス法規

情 報 処 理 7　実教 商業　905 最新情報処理　新訂版　Advanced Computing

国 語 表 現 ５０　大修館 国表 701 国語表現

政 治 ・ 経 済 183　第一 政経　706 高等学校　政治・経済

数 学 Ａ 104　数研 数Ⅰ　716 新　高校の数学A

化 学 基 礎 １８３　第一 化基　902 高等学校　改訂　新化学基礎

論 理 ・ 表 現 Ⅰ 104　数研 論Ⅰ　903 EARTHRISE English Logic and Expression Ⅰ Essential

商 品 開 発 と 流 通 7　実教 商業　732 商品開発と流通

財 務 会 計 Ⅰ 7　実教 商業　727 高校財務会計Ⅰ

ネ ッ ト ワ ー ク 活 用 7　実教 商業　749 ネットワーク活用

書　　　　　　名

１
年
次
科
目

２
年
次
科
目

３
年
次
科
目

４
年
次
科
目

年
次

科　　　　目
発行者の

略称
教科書の
記号･番号
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1 0 1 

3 0 3 

4 0 4 

0 3 3 

2 2 4 

1 5 6 

3 5 8 

7 5 12 

0 0 0 
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〔12〕学校防災計画 

１．防災対策の基本方針 
① 防災に対する生徒・職員の認識を深め、災害を未然に防止する。 

② 火災及びその他の災害発生時における冷静、迅速、適切なる処置ができる組織を確立し、非常事態発生

の際は人命尊重を第一にする。 
③ 学校施設・設備（財産）を保護し、避難と初期消火・防災に重点をおいた防災対策とする。 

 

２．防災対策 
① 生徒に対する防災教育を学級で指導徹底する。 

② 職員は常時厳重なる注意をもって火気の取り扱いにあたり、火災発生防止に努める。 
③ 施設・設備を定期的に点検し、その保持に努める。 

④ 防災施設・設備を定期的に点検し、その保持に努める。 

⑤ 非常事態に対応できるよう、避難計画、重要書類及び物品等の整理に日頃から努める。 
 
３．防災（防火）組織及び役割 

通報連絡：出火場所・避難経路及び避難場所等を校内放送や 

非常ベルで通報すると共に、消防署、警察署、 

教育庁への電話連絡（教頭、教務部） 

避難誘導：避難経路の正しい判断により生徒を安全な場所へ 

誘導し、掌握する。（担任、授業担当） 

防護措置：電気設備、燃料の安全保持薬物、ガスその他の 

危険物の安全保持（理科教諭） 

消 火：消火器や、消火設備等で初期消火に努める。 

（環境保健部） 

物品搬出：重要書類及び物品の搬出 

      校長室、事務室（事務職員）、職員室（教務部） 

警 備：飛火及び悪質外来者の侵入防止（生徒指導部） 

物品監視：搬出物品の監視（図書視聴覚） 

救 護：負傷者の応急手当及び救急車の手配（養護教諭） 

 

４．火元責任者 

  

棟 場 所 責任者 

管 理 棟 

定 時 職 員 室  

校長室・事務室  

給湯室・休憩室  

Ａ 棟 

保 健 室  

定 時 生 徒 会 室  

C A I 教 室  

総 合 実 践 室  

情 報 処 理 教 室  

理科室・家庭科室 
 

 

ﾏ ｰ ｹ ﾃ ｨ ﾝ ｸ ﾞ 室  

Ｂ 棟 

 

Ａ 組  

Ｂ 組  

Ｃ 組 
 
 

 

情 報 図 書 館  

情 報 教 育 棟 
視 聴 覚 室  

体 育 館  

体 育 施 設 
プ ー ル  

武 道 場  

給 食 給 食 室 ・ 厨 房  

防
災
委
員
会 

防災対策本部 

校長、教頭 
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の
ま
と
め

 

・
本
年
度
評
価
と
反
省

 

・
学
校
安
全
計
画

 

対 物 管 理
 

 
学

 
校

 
環

 
境

 

・
学
校
環
境
の
安
全
点

検
･
整
備

 

・
防
火
施
設
点
検
整
備

・
駐
輪
場
整
備

 

・
学
校
環
境
の
安
全
点

検
･
整
備

 

・
学
校
施
設
の
安
全
点

検
と
整
備

 

・
水
質
検
査

 

・
学
校
施
設
の
安
全
点

検
と
整
備

 

・
学
校
環
境
の
安
全
点

検
･
整
備

 

・
学
校
施
設
の
安
全
点

検
と
整
備

 

・
学
校
施
設
の
安
全
点

検
と
整
備
（
校
庭
）
 ・

学
校
環
境
の
安
全
点

検
･
整
備

 

・
学
校
施
設
の
安
全
点

検
と
整
備

 

・
学
校
施
設
の
安
全
点

検
と
整
備

 

・
本
年
度
の
ま
と
め

 

・
生
徒
用
机
､
椅
子
の

 
点
検
･
交
換

 

・
防
火
施
設
の
点
検
･

整
備

 

安
全
確
保
に
 

関
す
る
点
検
 

・
危
機
管
理
ﾏ
ﾆ
ｭ
ｱ
ﾙ
職

員
配
布

 

・
学
校
安
全
点
検

 

 

・
学
校
安
全
点
検

 
・
危
機
管
理
職
員
研
修

 

・
心
肺
蘇
生
･
A
E
D
講
習
 

・
学
校
安
全
点
検

 
・
学
校
安
全
点
検

 
・
学
校
安
全
点
検

 
・
学
校
安
全
点
検

 
・
学
校
安
全
点
検

 
・
学
校
安
全
点
検

 
・
学
校
安
全
点
検

 

課
 
外

 
指

 
導
 

 
個

 
別

 
指

 
導
 

・
駐
輪
指
導

 

・
校
内
巡
視

 

・
交
通
安
全
講
話

 

・
校
内
巡
視

 

・
車
両
点
検

 

・
水
難
事
故
防
止
指
導
 

・
校
内
巡
視

 

・
交
通
安
全
集
会

 

・
校
内
巡
視

 

・
生
徒
指
導
集
会

 

・
駐
輪
指
導

 

・
校
内
巡
視

 

・
車
両
点
検

 

・
校
内
巡
視

 

・
生
活
指
導
集
会

 

・
校
内
巡
視

 

・
交
通
安
全
集
会

 

・
校
内
巡
視

 

・
交
通
安
全
指
導

 

・
校
内
巡
視

 

・
卒
業
予
定
者
交
通
安

 
全
指
導

 

・
校
内
巡
視

 

・
春
休
み
安
全
指
導

 

・
校
内
巡
視

 

 
Ｐ

 
Ｔ

 
Ａ

 
等
 

 
組

 
織

 
活

 
動
 

・
学
警
連

 

・
春
の
交
通
安
全
運
動

 

・
中
高
生
生
徒
指
導
連

絡
協
議
会

 

・
学
警
連

 

・
Ｐ
Ｔ
Ａ
総
会

 

・
学
校
保
健
委
員
会

 

・
交
通
安
全
指
導
者
連

絡
協
議
会

 

・
学
警
連

 

・
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
研
修
会
 

・
中
高
生
生
徒
指
導
連

絡
協
議
会

 

・
学
警
連

 

・
夏
の
交
通
安
全
運
動

 

・
中
高
生
生
徒
指
導
連

絡
協
議
会

 

・
学
警
連

 

・
中
高
生
生
徒
指
導
連

絡
協
議
会

 

・
学
校
保
健
委
員
会

 

・
学
警
連

 

・
秋
の
交
通
安
全
運
動

 

・
中
高
生
生
徒
指
導
連

絡
協
議
会

 

・
学
警
連

 

・
中
高
生
生
徒
指
導
連

絡
協
議
会

 

・
学
警
連

 

・
校
内
駅
伝
大
会
へ
の

協
力

 

・
年
末
年
始
交
通
安
全

運
動

 

・
学
警
連

 

・
年
末
年
始
交
通
安
全

運
動

 

・
学
警
連

 

・
学
校
保
健
委
員
会

 

・
中
高
生
生
徒
指
導
連

絡
協
議
会

 

・
学
警
連

 

・
中
高
生
生
徒
指
導
連

絡
協
議
会

 

 

- 33 -



 [1
4
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令
和

8
年
度

 
 

 
学
校
保
健
計
画
書

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

月
 

４
 

５
 

６
 

７
・
８
 

９
 

１
０
 

１
１
 

１
２
 

１
 

２
 

３
 

月
の
重
点
 

・
定
期
健
康
診
断
を

受
け
よ
う

 
・
自
己
の
健
康
、
発

育
状
態
を
把
握
し

よ
う

 

 ・
疾
病
予
防
と
早
期

発
見
、
治
療
に
努
め

る
 

 ・
歯
、
口
腔
の
健
康

保
持
に
つ
い
て
考

え
よ
う

 
 

 ・
熱
中
症
予
防
に
努

め
る

 

 ・
生
活
の
リ
ズ
ム
の

見
直
し
と
回
復
を

行
う

 

 ・
目
の
健
康
に
留
意

し
よ
う

 

 ・
ケ
ガ
の
予
防
、
心

の
健
康
に
つ
い
て

考
え
よ
う

 

 ・
身
体
を
鍛
え
、
冬

を
健
康
に
過
ご
そ

う
 

 ・
風
邪
、
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
を
予
防
し

よ
う

 
 

 ・
生
活
習
慣
病
の
予

防
に
つ
い
て
知
ろ

う
 

 ・
1
年
間
の
自
己
の

健
康
生
活
を
振
り

返
ろ
う

 

学
校
保
健
 

関
係
行
事
 

・
保
健
調
査
・
管
理

票
記
入
、
定
期
健
康

診
断

(
身
体
測
定
、
内

科
検
診
、
尿
検
査
、

歯
科
検
診
等

)
 

・
心
電
図

 

・
胸
部

X
線
検
査
 

・
学
校
保
健
委
員
会

 
・
三
者
面
談

 
★
保
護
者
向
け
「
生

命
の
安
全
教
育
」
資

料
配
布

 

・
防
災
避
難
訓
練

 
・
教
育
相
談
期
間

 
・
平
和
集
会

 
・
健
康
講
話

 
・
Ｓ
Ｎ
Ｓ
講
話

 

・
心
肺
蘇
生
法
講
習

 

・
健
康
相
談
週
間

 

・
薬
物
乱
用
防
止
講

 
 

 
話

 
  

・
第
２
回
学
校
保
健

安
全
委
員
会

 
  

・
目
の
愛
護
デ
ー

 
・
健
康
相
談

 
 

  

・
防
災
避
難
訓
練
Ⅱ

 
・
献
血
教
室

 
  

・
世
界
エ
イ
ズ
デ
ー

 
・
性
エ
イ
ズ
教
育
講

演
会

 
★
性
に
関
す
る
講
話

 
 
（
全
学
年
）

 

・
健
康
相
談

 
    

・
予
餞
会

 
・
第
３
回
学
校
保
健

安
全
委
員
会

 
  

・
卒
業
式

 
・
学
校
保
健
計
画
の

評
価
と
反
省

 
・
次
年
度
の
計
画
、

書
評
簿
の
整
理

 

保 健 管 理
 

対 人 管 理 

・
保
健
調
査
、
心
臓
病

調
査

 

・
定
期
健
康
診
断
の
 

計
画
と
実
施
 

・
感
染
症
対
策
(
通
年

)
 

★
健
康
相
談

 

・
定
期
健
康
診
断
の

 
計
画
と
実
施

 
・
日
本
ｽ
ﾎ
ﾟ
ｰ
ﾂ
振
興
ｾ
ﾝ
 

 
 
 

 
ﾀ
ｰ
加
入
手
続
き
 

・
世
界
禁
煙
デ
ー
 

★
健
康
相
談
 

・
健
康
診
断
未
受
診

 
 

 
者
の
把
握
と
受
診

勧
告

 
・
禁
煙
指
導

 
・
健
康
相
談

 

・
健
康
診
断
の
事
後

 
指
導

 
・
健
康
診
断
の
結
果

の
ま
と
め

 
・
健
康
相
談

 

・
夏
季
休
業
中
の
健

康
と
治
療
調
査

 
・
生
活
習
慣
の
確
立

 
・
健
康
相
談

 
 

・
目
の
愛
護
デ
ー

 
・
低
視
力
調
査

 
・
健
康
相
談

 
  

・
職
員
健
診

 
・
健
康
相
談

 
・
全
国
糖
尿
病
週
間

 
  

・
世
界
エ
イ
ズ
デ
ー

特
設
授
業

 
・
健
康
相
談

 
  

・
生
活
習
慣
の
確
立

に
つ
い
て

 
・
健
康
相
談

 
  

・
生
活
習
慣
病
予
防

 
 
週
間

 
・
健
康
相
談

 
  

・
諸
表
簿
等
の
整
理

 
・
新
年
度
の
準
備

 
・
健
康
相
談

 
  

対 物 管 理 

・
施
設
の
点
検

 
・
学
校
薬
品
の
点
検

 
・
調
理
場
環
境
検
査

 
・
水
質
検
査

 
・
週
一
回
清
掃
徹
底

 

・
ゴ
ミ
等
の
分
別
処

理
指
導

 
・
給
食
室
の
整
備

 
・
プ
ー
ル
水
質
検
査

 
・
週
一
回
清
掃
徹
底

 

・
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
照

 
明
点
検
・
整
備

 
・
水
質
検
査

 
・
週
一
回
清
掃
徹
底

 

・
空
調
施
設
等
の
点
検
 
 

・
ダ
ニ
・
ア
レ
ル
ゲ

ン
検
査

 
・
水
質
検
査

 
・
週
一
回
清
掃
徹
底

 

・
教
室
の
整
理

 
・
台
風
対
策

 
・
給
食
室
の
整
備

 
・
水
質
検
査

 
・
週
一
回
清
掃
徹
底

 

・
グ
ラ
ウ
ン
ド
照
明

の
点
検
・
整
備

 
・
水
質
検
査

 
・
週
一
回
清
掃
徹
底

 

・
教
室
の
整
理

 
・
照
度
測
定

 
・
水
質
検
査

 
・
週
一
回
清
掃
徹
底

 

・
空
調
施
設
等
の
点

 
 
 
 
 
 

 
 

 
検
整
備

 
・
水
質
検
査

 
・
週
一
回
清
掃
徹
底

 

・
施
設
・
設
備
等
の

 
点
検
・
整
備

 
・
水
質
検
査

 
・
週
一
回
清
掃
徹
底

 

・
教
室
の
整
理

 
・
水
質
検
査

 
・
全
体
清
掃

 
・
給
食
室
の
整
備

 

・
教
室
の
整
備
 

・
清
掃
用
具
点
検
整
備
 

・
週
一
回
清
掃
徹
底
 

・
清
掃
 

保 健 教 育
 

教 科 等
 

科 目 保 健
 

・
現
代
社
会
と
健
康

 
・
感
染
症
と
そ
の
予

 
 
防

 

★
性
感
染
症
・
エ
イ
ズ

と
そ
の
予
防

 
・
生
活
習
慣
病
な
ど

 
の
予
防
と
回
復

 
 

・
喫
煙
・
飲
酒
・
薬
物
 

乱
用
と
健
康

 
 

 
 

・
精
神
疾
患
の
予
防

 
と
回
復

 
 

・
安
全
な
社
会
づ
く

 
り

 
 

・
適

切
な

応
急

手
当

の
手
順

 
・
心
肺
蘇
生
法
の
実

 
 
践

 
 

・
思
春
期
の
健
康

 
★
新
し
い
生
命
の
誕

 
 
生

 

・
家
族
計
画
と
不
妊

 
治
療

 
・
加
齢
と
健
康

 

・
労
働
と
健
康

 
 

・
環
境
と
健
康

 
・
食
品
と
健
康

 
 

・
保
健
医
療
制
度

 
・
医
薬
品
と
健
康

 
 

・
さ

ま
ざ

ま
な

保
健

活
動

や
社

会
的

対
策

 
 

関 連 教 科
 

・
科
学
と
人
間
生

活
：
生
命
の
科
学

 
・
公
共
：
社
会
に
生

き
る
わ
た
し
た
ち

 
 

・
家
基
：
装
う

 
 

・
公
共
：
公
共
的
な

空
間
を
作
る
わ
た

し
た
ち

 
・
家
基
：
住
ま
う

 

・
公
共
：
★
公
共
的

な
空
間
に
お
け
る

基
本
的
原
理

 
・
家
基
：
住
ま
う

 

・
家
基
：
食
べ
る

 
・
夏
休
み
の
過
ご
し

 
 

 
 
方

 

・
家
基
：
家
族
と
と

も
に

 
・
現
代
文
：
絶
え
間

な
の
な
い
流
れ
の

中
に
あ
る
生
命

 

・
家
基
：
育
つ
・
育

て
る

 
・
家
基
：
シ
ニ
ア
と

と
も
に

 
・
家
基
：
シ
ニ
ア
と

と
も
に

 
 

・
公
共
：
雇
用
と
労

働
問
題

 
・
公
共
：
財
政
の
役

割
と
社
会
保
障

 
・
家
基
：
自
分
の
人

生
を
デ
ザ
イ
ン
す

る
 

総 合 的 な 学 習
 

課
題
研
究
代
替

 
課
題
研
究
代
替

 
課
題
研
究
代
替

 
課
題
研
究
代
替

 
課
題
研
究
代
替

 
課
題
研
究
代
替

 
  

課
題
研
究
代
替

 
 

課
題
研
究
代
替

 
課
題
研
究
代
替

 
課
題
研
究
代
替

 
課
題
研
究
代
替

 

特 別 活 動
 

Ｈ Ｒ 活 動
 

・
保
健
室
利
用
に
つ

い
て

 
・
健
康
診
断
の
受
け

方
に
つ
い
て

 

・
喫
煙
が
体
に
及
ぼ

す
影
響
に
つ
い
て

 
★
心
の
健
康
チ
ェ
ッ

ク
ア
ン
ケ
ー
ト

 

 ・
虫
歯
治
療
に
つ
い

 
 

 
 
て

 
   

 ・
夏
季
休
暇
の
過
ご

し
方

 
・
救
急
法
の
実
技
習

得
に
つ
い
て

 
 

・
大
麻
や
麻
薬
、
覚

せ
い
剤
等
の
恐
ろ

し
さ
に
つ
い
て

 
★
心
の
健
康
チ
ェ
ッ

ク
ア
ン
ケ
ー
ト

 

・
目
を
大
切
に
し
よ

 
 

 
 
う

 
  

・
ｲ
ﾝ
ﾌ
ﾙ
ｴ
ﾝ
ｻ
ﾞ
と
風
邪
 

 
の
対
策
を
し
よ
う

 
  

・
エ
イ
ズ

(
性

)
に
つ

い
て

 
★
人
権
に
つ
い
て

 
 

・
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

対
策
を
し
よ
う

 
★
心
の
健
康
チ
ェ
ッ

ク
ア
ン
ケ
ー
ト

 

 ・
運
動
の
継
続
で
健

康
生
活
を

 
・
食
事
の
大
切
さ

 
・
こ
こ
ろ
の
健
康

 
 

・
Ｈ
Ｒ
教
室
を
清
掃

し
よ
う

 
  

生 徒 会
 

・
年
間
活
動
計
画
と

 
 
役
割
分
担
 

・
入
学
式
準
備

 

・
環
境
美
化
と
点
検

 

・
新
入
生
歓
迎

 

・
環
境
美
化
と
点
検

 
・
生
徒
総
会

 
・
環
境
美
化
と
点
検

 
・
環
境
美
化
と
点
検

 
・
学
校
保
健
委
員
会

 
・
環
境
美
化
と
点
検

 
・
環
境
美
化
と
点
検

 
・

県
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
 

・
環
境
美
化
と
点
検

 
・
校
内
成
人
式

 
・
環
境
美
化
と
点
検

 
・
卒
業
式
準
備

 
・
生
徒
会
活
動
ま
と

め
と
次
年
度
計
画

 

個
別

 

日
常

 

指
導

 

保
健
室
利
用
の
仕
方

 
健
康
診
断
の
受
け
方

 
高
校
生
活
に
つ
い
て

 

・
治
療
勧
告
個
別
指

導
 

・
飲
酒
喫
煙
防
止
指
導
 

・
歯
科
検
診
結
果
個

別
指
導

 

・
定
期
健
康
診
断
結

果
個
別
指
導

 

・
治
療
状
況
確
認

 
・
夏
季
休
暇
中
の
健

康
管
理
把
握

 

・
視
力
検
査
結
果
個

別
指
導

 

健
康
相
談

 
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等

 
の
保
健
指
導

 

性
感
染
症
等
の
保
健

 
指
導

 
 

冬
季
健
康
相
談

 
  

生
活
習
慣
病
に
つ
い

て
 

 

一
年
を
振
り
返
っ
て

 
  

組
織
活
動
 

・
環
境
保
健
部
会

 
・
学
校
保
健
計
画
の

 
役
割
分
担

 
・
保
健
だ
よ
り
作
成

 
・
給
食
委
員
会

 

・
給
食
委
員
会

 
・
保
健
だ
よ
り
作
成

 
・
第
１
回
学
校
保
健

安
全
委
員
会

 
  

・
保
健
だ
よ
り
作
成

 
・
給
食
委
員
会

 
   

・
心
肺
蘇
生
法
実
技

 
 

 
 

 
講
習
会

 
・
保
健
だ
よ
り
作
成

 
・
給
食
委
員
会

 
 

・
保
健
だ
よ
り
作
成

 
・
給
食
委
員
会

 
・
第
２
回
学
校
保
健

安
全
委
員
会

 
  

・
保
健
だ
よ
り
作
成

 
・
給
食
委
員
会

 
  

・
環
境
保
健
部
会

 
・
保
健
だ
よ
り
作
成

 
・
給
食
委
員
会

 
  

・
保
健
だ
よ
り
作
成

 
・
給
食
委
員
会

 
   

・
環
境
保
健
部
会

 
・
保
健
だ
よ
り
作
成

 
・
給
食
委
員
会

 
  

・
給
食
委
員
会

 
・
保
健
だ
よ
り
作
成

 
・
給
食
委
員
会

 
・
第
３
回
学
校
保
健

安
全
委
員
会

 
 

・
環
境
保
健
部
総
括

 
・
保
健
だ
よ
り
作
成

 
・
給
食
委
員
会
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[15]　令和8年度　食に関する全体計画

全　　年　　次

【各学年の食に関する指導の目標】｛各教科・科目の適切な単元で①～⑧の項目を選択して取り入れ授業展開する。｝

食品を選択する能力

（１）生物の特徴　（2）遺伝子とその働き　（3）体内環境と恒常性

（1）私たちの直面する地球的課題　3.食糧問題ー食料需給のアンバランス　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

①日本人・沖縄県民・八重山地域住民の食生活の現状や食の重要性や基礎的な知識を身に付ける。

②「食」に関する知識と「食」を選択する力を習得し、栄養バランスの獲れた食事を摂り、健全な食生活を実践する。

③食品の安全や衛生の基礎的な知識を身に付け、それらに気を配りながら調理、食事をすることができる。

④地球の食文化等に関心を持ち、生産者や調理員等に対する感謝の心を持つことが出来る。

⑤栄養と食事、食品と調理、食生活の安全と衛生等について基礎的な知識や技能を身に付ける。

⑥地域の食材や食文化、歴史等について理解し、自然の恵みや生産者等に対する感謝の心を持つことが出来るとともに、地産地消等の推進によ

る食育の推進を図る。

⑦栄養と食事、食品と調理、食生活の安全と衛生等に関する知識や技能を身に付ける。

⑧「食育について」「食の安全」 など現代の食生活に関する問題について、新聞や書籍から調べたり対応策を考えさせたりする。

（３）化学と人間生活　（2）物質の構成　（3）物質の変化とその利用

 (3)経済と流通の基礎　(4)さまざまなビジネス

 (1)近代化と私たち
   2.工業化の進展と国民国家の建設

（1）現代の経済社会と私たちの生活　14.食の安全とこれからの日本の農業

食に関す
る指導
内容

心　身　の　健　康

食事の重要性、食事の喜び、楽しさを理解する。

【食に関する指導の目標】

食 事 の 重 要 性

食べ物を大事にし、食べ物の生産等に関わる人々への感謝する心を持つ。

食に関する指導の全体計画

（生徒の実態）
・偏食がある

・朝食欠食が多い

学習指導要領を参照

・野菜や魚苦手が多い

　　　　　　　　【学校の教育目標】
　Ⅱ心身共に健康で、社会を生き抜くための「基礎力」
・・「思考力」「実践力」を持った生徒を育成する。

食育基本法を参照
食育推進基本計画を参照

教育委員会の方針を参照

心身の成長や健康の保持増進の上で栄養や食事の取り方を理解し、自ら管理していく能力を身に付ける。

正しい知識・情報に基づいて、食品の品質及び安全性等について自ら判断できる能力を身に付ける。

健康相談、食物アレルギーのある生徒への保健指導、肥満、痩身傾向生徒の保健指導、他

（１）「現代社会と健康」　②食事と健康　　（３）「生涯を通じる健康」　①思春期と健康
（４）健康を支える環境づくり　⑥食品の安全性の確保

（３）子どもとともに育つ　③子どもと関わる
（６）食生活をつくる　②食事と栄養・食品　③食品の選択と安全　他

食事のマナーや食事を通じて人間関係形成能力を身に付ける。

各地域の産物、食文化や食に関わる歴史等を理解し、尊重する心を持つ。

感　謝　の　心

社　　会　　性

食　　文　　化

家庭基礎

ビジネス基礎

歴史総合

地理総合

公　共

化学基礎

家庭・地域との連携、取組方法

個別的な相談指導方針・取組み方

地場産物活用の方針 地場産物を活用しての学校給食や家庭科での調理実習

保健体育

総合的な探究の時間 開設なし（科目「課題研究」で代替）

三者面談資料提供・保健だより・学校HP等での情報提供、　ふれあい給食等への取組

特　別　活　動
健康及び安全に関する学校行事や保健行事（講話等を通じた啓発活動など）、健康・安全に関する
ホームルーム活動、給食オリエンテーションでのマナー指導及び講話での食育指導

各

教

科
（

科

目
）

（１）「物質の化学」　㋑食品と衣料

（２）生命の科学　　　㋑微生物とその利用

生物基礎

科学と人間生活
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０
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１
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２
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・
後
期

始
業

式
・
ふ
れ

あ
い

給
食
(B

BQ
)、
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子
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３
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４
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共
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かかわる力（人間関係形成・社会形成能力）

〔16〕令和８年度  キャリア教育全体計画・年間指導計画

③生徒の実態
○素直で純粋な心をもっている。○小・中学校不登校経験者が多い。○基礎学力が定着しておらず、学習に対する意欲が低い。○要支援者が
多い。○成功体験が少なく自己肯定感が低い。

④育成を目指す生徒像 ○挨拶や身だしなみを整え、学校や社会のルールやマナーを身に付けた生徒○主体的に行動できる生徒○自尊感情を高めて、自己実現に向け
て努力する生徒

⑤育成を目指す資質・能力
  （身に付けさせたい力）

自立：即戦力としてのビジネスマナー、語学力、社会適応能力を養い、各種資格・検定取得を通して、生涯学び続ける力の育成に努める。
挑戦：専門的知識を活かし探究力や協働力、粘り強さで課題解決に取り組む力とホスピタリティ精神や国際感覚を身につけグローカルな視点
で挑戦する力の育成に努める。
貢献：地域連携・地域貢献を通して、自己の社会的な役割を考える態度や研究的、活動的な態度と使命感の育成に努める。

①校訓 友愛津梁（友愛の精神を以て、広く世界を結ぶ架け橋となり、有為な人材となる）

②学校教育目標
①商業に関する専門的な知識、技術及び技能を習得させ、産業界で活躍する生徒を育成する。
②心身共に健康で、社会を生き抜くための「基礎力」「思考力」「実践力」を持った生徒を育成する。
③豊かな人間性と創造性の伸長を図り、主体性・積極性・協調性と柔軟性を持ったグローバル社会で活躍する生徒を育成する。

１学年　キャリア教育の重点目標 ２学年　キャリア教育の重点目標 ３学年　キャリア教育の重点目標

○基本的生活習慣の確立（挨拶や時間を守る等）。
○「キャリアパスポート」の意義や内容の周知。

○学校生活や行事等での役割や情報収集。外部との関
わりを通し、礼儀やマナーの育成。
○積極的な就労体験を通して、地域産業の特性を知
る。
○自己の適性を理解し、自己実現に向けて取り組む姿
勢の育成。

○学校生活や行事等を通して、自己の役割を理解し、積
極的に活動に参加する意欲の向上。
○自己の特性や適性を活かし、地域社会へ貢献していく
意欲の高揚を育成。
○将来を見通した進路決定へ向けた行動力の育成。

キャリア教育をとおして身に付けさせたい力
ふり返る力（自己理解・自己管理能力） やりぬく力（課題対応能力） みとおす力（キャリアプランニング能力）

他者との円滑なコミュニケーションを図
り、協力しながら課題解決に取り組む力を
身に付ける。挨拶やマナーを尊重し集団生
活における協調性を培い、チームとしての
創造性を高める姿勢を育む。

自己の学習や行動を振り返り、課題を見つ
け、改善につなげる習慣を身に付ける。成
功体験を積み重ね、キャリアパスポートを
通して自己肯定感を高めることで、学習意
欲を向上させ、生涯学び続ける態度を育成
する。

困難に直面しても諦めず、粘り強く取り組
む力を身に付ける。資格取得や検定合格を
目指し挑戦することで自信をつける。ま
た、就労を通して職業人としての実践的な
経験を積み、社会に貢献できる姿勢を培
う。

将来の目標を明確にし、計画的に学習
や資格取得に取り組む力を身に付け
る。地域やグローバル社会の一員とし
て、自らの役割を理解し、主体的に行
動できる力を養う。

⑦体系的にキャリア教育を行うための、特別活動を要とした総合的な探究の
　時間や各教科、学校行事等におけるキャリア教育の視点に基づく目標

⑧年間指導計画
⑨キャリア・ビルドアップ事

業活用

（プルタブより選択）

特

別

活

動

1学年HR
HRや学校生活への適応を図ると共に、その充実と向上を目指し、健

全な生活態度を育成する。

1

年

４月
HR開き　＊キャリパス（今年度・前期見通し）

　進路室オリエンテーション　第１回進路希望・就労調査

５月
増加単位説明会　三者面談

2学年HR
自主的・実践的な活動を通し、日常的に学級の集団づくりに積極的

に取り組む姿勢を育成する。

　＊キャリパス（新入生歓迎ｵﾘﾝﾋﾟｯｸ　見通し→振り返り）

６月
健康講話・平和集会・SNS講話

●キャリア形成セミナー キャリア教育推進事業

3学年HR
望ましい人間関係を形成するとともに、積極的に社会へ貢献する態

度を育成する。
７月

校内生活体験発表　学年レク

　＊キャリパス（夏季休業の目標設定）

８月
夏季休業集中講座

生徒会活動
学校生活の充実・改善向上を図り、生徒の主体的・実践的な態度を

育成する。

＊キャリパス（スポレク祭）　第２回進路希望・就労調査

９月
主権者教育　後期登録面談

＊キャリパス（前期を振り返り）

学校行事
望ましい人間関係を形成し、集団への所属感や連帯感を深め、主体

的・実践的態度を育成する。
10月

＊キャリパス（後期見通し）

労働局出前講座

11月
防災訓練・商業王位決定戦

総

合

的

な

探

究

の

時

間

１学年
※２年次・３年次課題研究で代替 ＊キャリパス（文化祭　見通し→振り返り）

12月
性・エイズ講話

＊キャリパス（2026年を振り返る）

２学年
個人の能力に応じ、計画的に学習に取り組む姿勢を育てる。

1月
＊キャリパス（2027年の目標）

課題研究発表会　第3回進路希望・就労調査

２月
卒業予定者進路講話　予選会

３学年
積極的に行動していく態度の育成。情報を効果的に表現、発信でき

るための知識と技術を身につける。

科目登録面談

３月
＊キャリパス（後期を振り返る）

＊キャリパス（一年を振り返る）

各

教

科

国語
言葉の読み書きや表現技法の学習を通して、自らの考えを的確に伝

える力を養うとともに、他者と理解を深め共感を得る力を伸ばす。

2

年

４月
HR開き　＊キャリパス（今年度・前期見通し）

　進路室オリエンテーション　第１回進路希望・就労調査

５月
増加単位説明会　三者面談

地歴・公民
地域社会の文化・歴史や地域産業の特性を理解し、地域社会の中で

自分の役割を主体的に考える力の育成。

　＊キャリパス（新入生歓迎ｵﾘﾝﾋﾟｯｸ　見通し→振り返り）

６月
健康講話・平和集会・SNS講話

進路面談

数学
社会生活の中で必要な基礎的な計算方法や、解く力を育成。

７月
校内生活体験発表　学年レク

＊キャリパス（夏季休業の目標設定）

８月
夏季休業集中講座

理科
郷土の自然と人間生活との関わりについての理解を深め、自然の事

物・現象に進んで関わり、探究する力を育成。

主催者教育　＊キャリパス（スポレク祭）

９月
●キャリア形成セミナー　　第2回進路希望・就労調査 キャリア教育推進事業

＊キャリパス（前期を振り返り）

保健体育
健康な身体の育成や運動の必要性、集団行動の重要性を理解し、協

調・協働する心の育成。
10月

＊キャリパス（後期見通し）

労働局出前講座

11月
防災訓練・商業王位決定戦

芸術
想像力、発想力等の伸張を図り、表現できる力や周りの人と共感す

る力を育成。

＊キャリパス（文化祭　見通し→振り返り）

12月
性・エイズ講話

＊キャリパス（2026年を振り返る）

外国語
基礎的･基本的な単語や会話力を身につけ、表現する力や他者と積極

的に関わる力の育成。
1月

＊キャリパス（2027年の目標）

課題研究発表　第3回進路希望・就労調査

２月
卒業予定者進路講話　予選会

家庭科
将来を見通し、ライフプランを立てる力や「食」に関する知識を身

につける。自立に向けて積極的に取り組む気持ちの育成。

科目登録面談

３月
＊キャリパス（後期を振り返る）

＊キャリパス（一年を振り返る）

商業
商業の各分野の基礎基本を習得させ、グローバルな視野を持って

ローカルな視点で思考できる力を培い、地域産業の活性化および発

展に貢献できる人材を育成する。

＊キャリパス（新入生歓迎ｵﾘﾝﾋﾟｯｸ　見通し→振り返り）

６月
健康講話・平和集会・SNS講話

就職ガイダンス 就職活動キックオフ事業

情報
＊専門教科　情報処理代替

3

年

４月
HR開き　＊キャリパス（今年度・前期見通し）

　進路面談　第１回進路希望・就労調査

５月
増加単位説明会　三者面談

自立活動
個々の生徒が自立を目指し、障害による学習上又は生活上の困難を

主体的に改善・克服するために必要な知識、技能、態度及び習慣を

養い、もって心身の調和的発達の基盤を培う。

７月
校内生活体験発表　　　●キャリア面談　　学年レク キャリア教育推進事業

＊キャリパス（夏季休業の目標設定）

８月
夏季休業集中講座

主催者教育

９月
＊キャリパス（スポレク祭）　第２回進路希望・就労調査

＊キャリパス（前期を振り返り）

1月

10月
＊キャリパス（後期見通し）

労働局出前講座

11月
防災訓練・商業王位決定戦

３月
＊キャリパス（後期を振り返る）

＊キャリパス（一年を振り返る）

＊キャリパス（2027年の目標）

生

徒

指

導

生徒が自らの行動に責任を持ち、社会的ルールやマナーを理解・実践することで、

将来の職業生活や社会活動に必要な自己管理能力や問題解決能力を養い、健全な生

活習慣と積極的な社会参加を促進する。多様な生徒に対応するため、職員間の連携

を強化し、個々のニーズに合った支援を行う。

課題研究発表　第3回進路希望・就労調査

２月
卒業予定者進路講話　予選会

科目登録面談

進

路

指

導

生徒一人ひとりの特性や課題に応じた支援を行い、計画的な進路活動を促進する。

基礎学力や自己管理能力を育成し、多様な体験活動を通して職業観を醸成すること

で、主体的に社会へ参画できる力を養う。

＊キャリパス（文化祭　見通し→振り返り）

12月
性・エイズ講話

＊キャリパス（2026年を振り返る）
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（様式３）

学校の
教育目標

生徒の実態

育成を目指す
生徒像

育成を目指す
資質･能力

特別活動の
重点目標

内容 内容

自他の生命や個性・人格の尊重を基本とし、心身共に健康でたくましく生きる生徒を育成する。
勤怠、身なり、あいさつ、礼儀、清掃活動等の基本的な生活習慣の確立とともに、多様な他者と協働する
様々な集団活動を通して、人間としての在り方生き方についての自覚を深め，自己実現を図ろうとする態
度の育成を図る。

令和８年度　沖縄県立八重山商工高等学校　特別活動全体計画

①商業に関する専門的な知識、技術及び技能を習得させ、産業界で活躍する生徒を育成する。
②心身共に健康で、社会を生き抜くための「基礎力」「思考力」「実践力」を持った生徒を育成する。
③豊かな人間性と創造性の伸長を図り、主体性・積極性・協調性と柔軟性を持ったグローバル社会で活躍
する生徒を育成する。

○素直で純粋な心をもっている。○小・中学校不登校経験者が多い。○基礎学力が定着しておらず、学習
に対する意欲が低い。○要支援者が多い。○成功体験が少なく自己肯定感が低い。

○挨拶や身だしなみを整え、学校や社会のルールやマナーを身に付けた生徒○主体的に行動できる生徒
○自尊感情を高めて、自己実現に向けて努力する生徒

自立：即戦力としてのビジネスマナー、語学力、社会適応能力を養い、各種資格・検定取得を通して、生涯
学び続ける力の育成に努める。
挑戦：専門的知識を活かし探究力や協働力、粘り強さで課題解決に取り組む力とホスピタリティ精神や国
際感覚を身につけグローカルな視点で挑戦する力の育成に努める。
貢献：地域連携・地域貢献を通して、自己の社会的な役割を考える態度や研究的、活動的な態度と使命感
の育成に努める。

ホームルーム活動 生徒会活動 学校行事
第１学年の目標・指導の方針

重
点
目
標

自治的な集団における活動の中で、
多様な他者と，互いの個性を生かし
て協力し，積極的に学校生活の充実
と向上に参画しようとする態度を養
う。

重
点
目
標

学校行事を通して身に付けたことを生
かして，集団や社会の形成者としての
自覚を深め，多様な他者を尊重しなが
ら協働し，公共の精神を養い，よりよい
生活をつくろうとする態度を養う。

ホームルームや学校生活への適応を
図ると共に、その充実と向上、生徒が
当面する諸課題への対応及び健全
な生活態度を育成する。自他を認め
合う思いやりを育み、共に協力し尊
重し合い，充実した生活づくりに参画
する態度を育成する。

第2学年の目標・指導の方針 年間計画 年間計画

ホームルームや学校の生活を向上・
充実するための課題を見いだし，解
決するために話し合い，多様な意見
を生かして合意形成を図り，協働し
て実践する態度の育成する。生命の
尊重と心身ともに健康で安全な生活
態度や規律ある習慣の確立を図る。

４月 就任式・始業式
 　　  対面式・役員認証式・
部紹介
 　　  新入生歓迎オリンピック
大会
 ６月 生徒総会・選手推戴式
 ９月 生徒会役員選挙･
　 　　スポレク祭
10月 生徒会役員HR役員認
証式
11月 県定通制リーダー研修
　　　　学校周辺清掃活動
 １月 二十歳を祝う会
 ２月 予餞会
 ３月 卒業式、修了式、離任式

（１）（２）

（１）（２）

（１）（２）
（１）
（１）
（１）

（１）（２）
（１）
（３）
（１）

（１）（２）
（１）（２）

４月 入学式・始業式
　 　　身体測定・校医検診
 ６月 平和集会
　 　  健康講話・SNS講話
　　  　キャリア形成セミナー
 ７月 校内生活体験発表大会
　 　  薬物乱用講話・防災訓練
Ⅰ
 ９月 親子スポーツ大会
10月 防災訓練Ⅱ
11月商業王位決定戦
12月 文化祭
 ２月 ワックス作業
 ３月 卒業式・修了式

その他の教育活動や生徒指導などとの関連 家庭､地域､異校種などとの連携・協力

〇自治的なHR活動や様々な体験活動を通して、多様
な他者を尊重する態度を養うことで「いじめ」を未然防
止するとともに一人一人の自己肯定感を高めるる。
〇地域のNPO法人等と連携して「思春期教室」を実施
し、より良い人間関係や集団生活を形成するのに必要
な社会生活上のスキルを全学年で学ぶ。

〇就労による実務代替単位認定及び就労推進のための就労先と
の連携。
〇「親子ふれあい給食」を通して学校給食への保護者の理解を深
めるとともに学校との一体感を高める機会とする。
〇「石垣島縦断駅伝大会」の取り組み等で、保護者、地域との連
携・協力を密にする。

（１）
（３）
（２）
（３）
（５）
（２）

（３）

（３）
（３）
（５）

（２）（３）
（５）
（１）

第3学年の目標・指導の方針

望ましい人間関係を形成するととも
に、進路に対する意欲を高め、積極
的に社会へ貢献する態度を育成す
る。将来の生き方を描き，現在の生
活や学習の在り方を振り返るととも
に，働くことと学ぶことの意義を意識
し，社会的・職業的自立に向けて自
己実現を図ろうとする態度を育成す
る。

各教科や総合的な探究の時間との関連 道徳教育との関連

〇「課題研究」をはじめ各教科において個性の伸長や望
ましい人間関係を築こうとする主体的・実践的な態度及
び主体的な学習態度の確立等に努める。

〇特別活動のホームルーム活動において「人間としての在り方生
き方」・「生命を大切にし人権を尊重する心の育成」等のLHRを全
年次において取り入れる。
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1 水 金
新入生歓迎オリン
ピック大会

月 水
キャリア形成セミナー

(1年のみ)③④
土 火

前期授業再開
夏季休業明け集会

2 木 土 火 木 日 水

3 金 日 憲法記念日 水 健康講話 金
前期期末考査～5日

思春期講話
月 木

4 土 月 みどりの日 木 土 火 金

5 日 火 こどもの日 金 日 水 学校閉庁日１ 土

6 月 水 建国記念日振替休日 土 月 木 学校閉庁日２ 日

7 火 入学式・始業式 木 日 火 金 学校閉庁日３ 月

8 水
金の授業１年ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝ

給食指導・手洗い実践
金 実務代替説明会 月 水

校内生活体験発表大

会
土 火

9 木 １年心電図検査 土 火 木 日 水

10 金
水の授業　HR役員認証式/全体

集会（HR役員認証式・対面

式・部活動紹介）
日 水 金 高校生代表会議 月 木

11 土 月 三者面談～17日 木 土 火 山の日 金
第１回学校説明会

後期科目登録面談①

～21日

12 日 火 金
キャリア形成セミ
ナー

日 水 土

13 月 水 土 月 木 日

14 火 木 日 火 金 月 後期科目登録面談②

15 水 歯科検診・身体測定 金 月 水 薬物乱用防止講話 土 火 後期科目登録面談③

16 木
親子ふれあい給食

（新入生・転編入生）
土 火 木 学年レク 日 水

後期HR役員選出
後期科目登録面談④

17 金 校医検診 日 水 平和集会 金 夏期休業前集会 月 旧盆 木 後期科目登録面談⑤

18 土 月 木 土 火 旧盆（ウークイ） 金
②～⑤スポレク祭(生

徒会）

19 日 火 金 日 水 土

20 月 水
授業参観③　PTA総会④⑤

胸部X線検査(１年生のみ)
土 月 海の日 木 日 学校創立記念日

21 火 避難訓練 木 日 火
夏季休業
夏季集中授業～7/29

金 月 敬老の日

22 水 金 月 水 土 火 国民の日

23 木 土 定通制陸上大会 火 慰霊の日 木 日 水 秋分の日

24 金 日 水 SNS講話 金 月 木 前期卒業式予行演習

25 土 月
前期中間考査週間～

5/29
木 思春期講話 土 火 旧盆（ウンケー） 金

前期終業式

前期卒業式

26 日 火 金 日 水 旧盆（ナカビ） 土

27 月 水 生徒総会 土 月 木 旧盆（ウークイ） 日

28 火 木 日 火 金 月 秋季休業～10/2

29 水 昭和の日 金 月 水 土 火 秋季休業～

30 木 土 定通夏季体育大会 火
前期期末考査週間～
７/３

木 夏季集中授業（予備日） 日 水 秋季休業

31 日 定通夏季体育大会 金 月

備

考

県立八重山商工高等学校　定時制

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月

[17] 年間行事計画（案）

令和８年度（2026年）　　主な行事予定〈上半期〉

- 39 -



1 木
後期始業式・生徒会役員

任命式･後期HR役員認証式
日 県定通制秋季大会 火 金 元日：国民の祝日 月 後期期末考査～５日 月 卒業式（16：50）

2 金 月 水 土 年末年始休 火 火 自宅学習①

3 土 火 文化の日 木 日 年末年始休 水
Ｌ(3年ｷｬﾘｱﾊﾟｽﾎﾟｰﾄ：後期を振

り返る、年度を振り返る） 水
自宅学習②

高校入試１日目

4 日 水 金 第19回文化祭１日目 月 木 木
自宅学習③
高校入試２日目

5 月 木 土
第19回文化祭２日目

創立60周年記念式典
火 金

課題研究発表（２年

次）
金 自宅学習④

6 火 金
沖縄県高等学校定時制生徒

リーダー研修会

第２回学校見学会
日 水

冬季休業明け集会

成人祝賀会
土 土

7 水
交通安全講話

いじめアンケートⅡ

車両点検Ｌ
土 月 振替休日 木 日 日

8 木 日 火 金 交通安全講話 月 ワックス清掃 月 自宅学習⑤

9 金 月
後期中間考査週間～

13日
水 性・エイズ講話 土 火 火

10 土 火 木 日 水 予餞会 水

11 日 水 金 月 成人の日 木 建国記念の日 木
Ｌ(キャリアパスポート

：年度を振り返る）

12 月 スポーツの日 木 土 火
卒業予定者期末考査
週間～1/19

金
卒業予定者就職･進学
休み～28日

金 自宅学習⑥

13 火
労働局出前講座

（１学年対象）①②
金 日 水

予餞会・後期卒業式に

向けてL
土 土

14 水 第4回追認考査申込～16日 土 月 木 日 日

15 木
第4回追認考査～11月7日

※後期実務代替説明会

（資料配布）
日 火 全商英語検定 金 月 月

16 金
沖縄県高等学校

定時制通信制

生徒生活体験発表大会
月 水

第５回追認考査～
1/10

土 火 火

17 土 火 木 日 水
Ｌ(1・2年キャリアパスポート：後

期を振り返る）

進路室オリエンテーション（B組）
水

18 日 水 金 月 木 木

19 月 木 土 火 金 金 修了式・離任式

20 火 金 日 水
Ｌ(学校評価ｱﾝｹｰﾄ(生

徒)
土 土

学年末休業(４/６ま
で)

21 水 土 月 木 日 日 春分の日

22 木 日 火 金 月
２月27日

（卒業式準備・リハーサ

ル）振替休日
月

23 金 親子ふれあいBBQ 月 勤労感謝の日 水 土 火
天皇誕生日

火

24 土 火 防災訓練（地震・火災） 木
校内商業実務王位決定戦

(予定：①Ｌ②③④)
日 水

R9年度科目登録説明
会（保護者同伴）

水

25 日 水 金 冬季休業前集会 月 　 木
R9年度科目登録説明

会（保護者同伴）
木

26 月 木 土 冬季休業～1/5 火 金
R9年度科目登録説明
会（予備日）

金

27 火 金 日 水 土 卒業式予行演習 土

28 水 土 月 木 日 日

29 木 日 火 金 月

30 金 月 　 水 土 火

31 土
県定通制秋季大会（バ

レーボール）
木 日 水

備

考

県立八重山商工高等学校　定時制

１０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

令和８年度（2026年）　　主な行事予定〈下半期〉
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商工五大用語

１．こんにちは 

２．いらっしゃいませ

３．失礼します 

４．ありがとうございます

５．お願いします
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